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LOBO調査　景況天気予報

3 小松商工会議所［2018.12］

経営相談

本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。

相談場所 ● 小松商工会議所 ☎0761-21-3121
会員様のご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

【経営】
・経営について専門家の意見を聞
きたい。
・店舗移転を考えている。
・金融機関の返済に追われている。
【IT】
・インターネットで企業PRしたい。
【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。
【労働】
　雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業にて
対応または専門機関をご紹介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

金 融 情 報

2

「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況ＤＩは、回復に遅れ。
先行きは不透明感を拭えず、
横ばい圏内の動き

　
10
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、▲

17
．2
と
、前
月
か
ら
▲
1
．2
ポ
イ
ン
ト
の

悪
化
。台
風
21
号
や
全
国
的
な
異
常
気
象

の
影
響
に
よ
る
農
産
物
の
出
荷
量
減
少・価

格
上
昇
に
よ
り
卸
売
業
の
業
況
感
が
悪
化

し
た
。中
小
企
業
の
景
況
感
は
、産
業
用
機

械
や
自
動
車
、電
子
部
品
関
連
、建
設
業
の

堅
調
な
動
き
に
下
支
え
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、燃
料
費・原
材
料
費
の
上
昇
や
深
刻
な

人
手
不
足
、最
低
賃
金
改
定
に
よ
る
人
件

費
の
上
昇
、根
強
い
消
費
者
の
節
約
志
向
が

足
か
せ
と
な
っ
て
お
り
、回
復
に
遅
れ
が
み

ら
れ
る
。

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
、先
行
き
見
通
し
Ｄ

Ｉ
が
▲
16
．8（
今
月
比
＋
0
．4
ポ
イ
ン
ト
）

と
ほ
ぼ
横
ば
い
を
見
込
む
。秋
の
行
楽
シ
ー

ズ
ン
や
年
末
年
始
の
商
戦
を
契
機
と
す
る

消
費
の
持
ち
直
し
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含

め
た
観
光
需
要
拡
大
、生
産・設
備
投
資
の

堅
調
な
推
移
へ
の
期
待
感
が
う
か
が
え
る
。

他
方
、人
手
不
足
の
影
響
の
深
刻
化
や
、燃

料
費・原
材
料
費
の
上
昇
、コ
ス
ト
増
加
分

の
価
格
転
嫁
遅
れ
、米
国
の
保
護
主
義
的
な

関
税
措
置
に
端
を
発
す
る
貿
易
摩
擦
、消

費
増
税
の
影
響
を
懸
念
す
る
声
も
多
く
、中

小
企
業
の
業
況
感
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移

す
る
見
通
し
。

全産業合計
の業況DI値

月の

厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内
金沢 白山 七尾 加賀 輪島

2.3％

1.3％

162万人

（前月2.4％）

（4～6月期）

（前月170万人）

1.64倍

2.02倍

1.66倍

（前月1.63倍）

（前月1.99倍）［原数値]

（前月1.63倍）[原数値]

2.06倍 2.41倍 1.77倍 2.41倍 1.57倍

▲17.2

雇
用
情
報

予約制を除く相談は事前のご連絡は不要です。お気軽にお越しください。

悩みを抱えたままにしていませんか？

金融（融資）相談

予約制

予約制

予約制

※随時対応しております。
低金利で公的な制度融資を利用し
たい。
マル経資金の相談をしたい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

記帳・税務
相談

・会社の経理や税務についてわからないことがある。
・消費税について教えてほしい。
日時　12月11日（火）、2019年1月11日（金）、1月18日（金）
　　　10：00～16：00
専門家　河南恵美税理士

小松法律相談センター事業に
関する

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時  12月6日、13日、20日
　（毎週木曜日）13：00～15：30

☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。

（金沢弁護士会）

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50 0≦DI＜25 ▲25≦DI＜0 DI＜▲25

好調 まあまあ 不振 きわめて不振

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を
表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答
の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。したがって、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

建 設

製 造

卸 売

小 売

サービス

前年同月比
全 国全 国 北陸・信越 北陸・信越
先行見通し

 ▲10.7 0 ▲12.3 ▲6.7

 ▲10.2 0 ▲11.0 ▲31.0

 ▲24.9 ▲17.6 ▲20.4 ▲11.8

 ▲29.3 ▲21.2 ▲29.0 ▲33.3

 ▲15.2 ▲9.1 ▲14.0 ▲11.4
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9月

期間：2018年10月16日～22日　対象：全国の423商工会議所が3,735企業にヒアリング

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

雇用情報／INFORMATION 経営相談窓口／景況天気予報

詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】

今月の利率
（平成30年11月9日現在）

平成30年度（10月
末まで）認定実績

■マルケイ資金 15　件

4,915万円

　無担保・無保証人
　 2,000万円
　・利率　1.11％
　・期間　10年（運転7年）
■小口事業資金（追認小口） 0　件

0万円

0　件

0万円

　原則無担保
　 2,000万円
　・利率　1.75％
　・期間　7年（運転5年）
■小口零細（創業者分含） 5　件

2,325万円

0　件
0万円

　原則無担保
　 2,000万円
　・利率　1.7％
　・期間　7年（運転5年）
■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.6％
　・期間　7年

0　件

0万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.85％
　・期間　7年（実情に応じ10年）

2　件

5,400万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.3％
　・期間　7年以内

8　件

10,242万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率　1.6％～1.8％
　・期間　5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

創業者分

零　細　分お
願
い

特
定
商
工
業
者

負
担
金
の

納
入
に
つ
い
て

　
本
所
で
は
、
商
工
会
議
所

法
第
10
条
に
基
づ
き
法
定
台

帳
整
備
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

お
り
、
左
記
の
い
ず
れ
か
の

対
象
と
な
る
方
々
に
は
、
12

月
初
旬
に
負
担
金
の
納
入
に

つ
い
て
ご
案
内
が
届
き
ま
す

の
で
、
本
趣
旨
を
ご
理
解
の

上
負
担
金
納
入
の
手
続
き
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

特
定
商
工
業
者
の
対
象

①
　
常
時
使
用
す
る
従
業
員

数
が
20
人
以
上（
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
に
お
い
て
は
5
人
以

上
）の
商
工
業
者（
1
ヵ
月
以

上
雇
用
さ
れ
、一
般
に「
パ
ー

ト
」「
ア
ル
バ
イ
ト
」等
で
呼
ば

れ
る
方
も
含
み
ま
す
）

②
　
資
本
金
額
ま
た
は
払
込

済
出
資
総
額
が
3
0
0
万
円

以
上
の
商
工
業
者

問
い
合
わ
せ

●
リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

（
販
売
士
）　
2・３
級

試
験
日
　
平
成
31
年

　
　
　
　
　
２
月
20
日（
水
）

申
込
期
間
　
12
月
17
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
１
月
25
日（
金
）ま
で

申
込
方
法
　
本
所
窓
口・

　
　
　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

受
験
料
　
２
級
　
５
，６
６
０
円

　
　
　
　
　
３
級
　
４
，１
２
０
円

●
簿
記
検
定
　
２・３
級

試
験
日
　
平
成
31
年

　
　
　
　
　
２
月
24
日（
日
）

申
込
期
間
　
12
月
17
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
１
月
25
日（
金
）ま
で

申
込
方
法
　
本
所
窓
口・

　
　
　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

受
験
料
　
２
級
　
４
，６
３
０
円

　
　
　
　
　
３
級
　
２
，８
０
０
円

●
珠
算
　
１
〜
３
級

試
験
日
　
平
成
31
年

　
　
　
　
　
２
月
10
日（
日
）

申
込
期
間
　
12
月
３
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
１
月
9
日（
水
）ま
で

受
験
料
　
１
級
　
２
，３
０
０
円

　
　
　
　
　
２
級
　
１
，７
０
０
円

　
　
　
　
　
３
級
　
１
，５
０
０
円

小
松
商
工
会
議
所
事
業
課

☎（
０
７
６
１
）2
1・３
１
２
１

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

ISICO石川県産業創出支援機構

お問い合わせ （公財）石川県産業創出支援機構　産業振興部　産業支援課
 TEL:076-267-1145　E-mail:sangyoshien@isico.or.jp

「求人票の書き方実践セミナー」（全２回）
人材マネジメント塾

《第１回》 日時：12月6日（木） 13時30分～16時30分
 「いますぐできる！求人・面接ブラッシュアップ講座」
《第２回》 日時：12月19日（水） 13時30分～16時30分
 「欲しい人材に響く！実践求人票ライティング講座」
■場　所 石川県地場産業振興センター本館1階　第７研修室（２回とも）
■日　時 県内の企業経営者、人事担当者等　※全2回出席可能な方

詳細・お申込みは下記ＵＲＬをご確認ください。
　https://www.isico.or.jp/event/dgnet/d31131171.html

受講無料
定員50名
（1社2名まで）



LOBO調査　景況天気予報

3 小松商工会議所［2018.12］

経営相談

本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。
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・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。
【労働】
　雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業にて
対応または専門機関をご紹介しております。
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予約制を除く相談は事前のご連絡は不要です。お気軽にお越しください。

悩みを抱えたままにしていませんか？
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予約制

予約制
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低金利で公的な制度融資を利用し
たい。
マル経資金の相談をしたい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

記帳・税務
相談

・会社の経理や税務についてわからないことがある。
・消費税について教えてほしい。
日時　12月11日（火）、2019年1月11日（金）、1月18日（金）
　　　10：00～16：00
専門家　河南恵美税理士

小松法律相談センター事業に
関する

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
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小松法律相談センターにてご予約ください。
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とくに好調
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好調 まあまあ 不振 きわめて不振

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を
表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答
の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。したがって、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

建 設

製 造

卸 売

小 売

サービス

前年同月比
全 国全 国 北陸・信越 北陸・信越
先行見通し

 ▲10.7 0 ▲12.3 ▲6.7

 ▲10.2 0 ▲11.0 ▲31.0

 ▲24.9 ▲17.6 ▲20.4 ▲11.8

 ▲29.3 ▲21.2 ▲29.0 ▲33.3

 ▲15.2 ▲9.1 ▲14.0 ▲11.4

10

9月

期間：2018年10月16日～22日　対象：全国の423商工会議所が3,735企業にヒアリング

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

雇用情報／INFORMATION 経営相談窓口／景況天気予報

詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】

今月の利率
（平成30年11月9日現在）

平成30年度（10月
末まで）認定実績

■マルケイ資金 15　件

4,915万円

　無担保・無保証人
　 2,000万円
　・利率　1.11％
　・期間　10年（運転7年）
■小口事業資金（追認小口） 0　件

0万円

0　件

0万円

　原則無担保
　 2,000万円
　・利率　1.75％
　・期間　7年（運転5年）
■小口零細（創業者分含） 5　件

2,325万円

0　件
0万円

　原則無担保
　 2,000万円
　・利率　1.7％
　・期間　7年（運転5年）
■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.6％
　・期間　7年

0　件

0万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.85％
　・期間　7年（実情に応じ10年）

2　件

5,400万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率　1.3％
　・期間　7年以内

8　件

10,242万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率　1.6％～1.8％
　・期間　5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

創業者分

零　細　分お
願
い

特
定
商
工
業
者

負
担
金
の

納
入
に
つ
い
て

　
本
所
で
は
、
商
工
会
議
所

法
第
10
条
に
基
づ
き
法
定
台

帳
整
備
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

お
り
、
左
記
の
い
ず
れ
か
の

対
象
と
な
る
方
々
に
は
、
12

月
初
旬
に
負
担
金
の
納
入
に

つ
い
て
ご
案
内
が
届
き
ま
す

の
で
、
本
趣
旨
を
ご
理
解
の

上
負
担
金
納
入
の
手
続
き
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

特
定
商
工
業
者
の
対
象

①
　
常
時
使
用
す
る
従
業
員

数
が
20
人
以
上（
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
に
お
い
て
は
5
人
以

上
）の
商
工
業
者（
1
ヵ
月
以

上
雇
用
さ
れ
、一
般
に「
パ
ー

ト
」「
ア
ル
バ
イ
ト
」等
で
呼
ば

れ
る
方
も
含
み
ま
す
）

②
　
資
本
金
額
ま
た
は
払
込

済
出
資
総
額
が
3
0
0
万
円

以
上
の
商
工
業
者

問
い
合
わ
せ

●
リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

（
販
売
士
）　
2・３
級

試
験
日
　
平
成
31
年

　
　
　
　
　
２
月
20
日（
水
）

申
込
期
間
　
12
月
17
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
１
月
25
日（
金
）ま
で

申
込
方
法
　
本
所
窓
口・

　
　
　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

受
験
料
　
２
級
　
５
，６
６
０
円

　
　
　
　
　
３
級
　
４
，１
２
０
円

●
簿
記
検
定
　
２・３
級

試
験
日
　
平
成
31
年

　
　
　
　
　
２
月
24
日（
日
）

申
込
期
間
　
12
月
17
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
１
月
25
日（
金
）ま
で

申
込
方
法
　
本
所
窓
口・

　
　
　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

受
験
料
　
２
級
　
４
，６
３
０
円

　
　
　
　
　
３
級
　
２
，８
０
０
円

●
珠
算
　
１
〜
３
級

試
験
日
　
平
成
31
年

　
　
　
　
　
２
月
10
日（
日
）

申
込
期
間
　
12
月
３
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
１
月
9
日（
水
）ま
で

受
験
料
　
１
級
　
２
，３
０
０
円

　
　
　
　
　
２
級
　
１
，７
０
０
円

　
　
　
　
　
３
級
　
１
，５
０
０
円

小
松
商
工
会
議
所
事
業
課

☎（
０
７
６
１
）2
1・３
１
２
１

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

ISICO石川県産業創出支援機構

お問い合わせ （公財）石川県産業創出支援機構　産業振興部　産業支援課
 TEL:076-267-1145　E-mail:sangyoshien@isico.or.jp

「求人票の書き方実践セミナー」（全２回）
人材マネジメント塾

《第１回》 日時：12月6日（木） 13時30分～16時30分
 「いますぐできる！求人・面接ブラッシュアップ講座」
《第２回》 日時：12月19日（水） 13時30分～16時30分
 「欲しい人材に響く！実践求人票ライティング講座」
■場　所 石川県地場産業振興センター本館1階　第７研修室（２回とも）
■日　時 県内の企業経営者、人事担当者等　※全2回出席可能な方

詳細・お申込みは下記ＵＲＬをご確認ください。
　https://www.isico.or.jp/event/dgnet/d31131171.html

受講無料
定員50名
（1社2名まで）
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事業課
井家　務

　平
成
30
年
11
月
1
日
よ
り
小
松

商
工
会
議
所
に
入
所
し
ま
し
た
井

家
　務
で
す
。

　事
業
課
で
会
場
施
設
管
理
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　お
客
様
に
少
し
で
も
快
適
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
日
々

業
務
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　11
月
4
日（
日
）、
本
所
並
び
に
小

松
珠
算
連
盟
主
催
の
近
県
珠
算
競
技

大
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
、
富

山
県
か
ら
1
4
0
名
の
選
手
が
参
加

し
、
珠
算
の
技
能
を
競
っ
た
。

　開
会
式
で
は
、
小
松
珠
算
連
盟
会

長
の
本
所
坂
井
専
務
理
事
よ
り
、
70

回
目
の
節
目
の
大
会
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
参
加
者
に
対
し
て
は
こ
れ
ま

で
本
大
会
に
参
加
し
、
全
国
規
模
の

大
会
で
も
優
秀
な
成
績
を
残
し
て
い

る
先
輩
の
一
員
と
な
れ
る
よ
う
激
励

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
大
会
運

営
に
尽
力
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
感

謝
の
意
を
伝
え
た
。

　大
会
は
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で

四
つ
の
部
で
行
わ
れ
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
な
が
ら
優
勝
を
目

指
し
て
競
技
が
行
わ
れ
た
。

　各
成
績
は
以
上
の
通
り
。

【
小
学
校
の
部
】

▼
団
体①

鳥
屋
　②
金
大
付
属
　③
川
北
、

中
条
、
串

▼
個
人①

台
蔵
真
聡（
金
大
付
属
）
　②
山

元
優
梨
華（
鳥
屋
）、
樋
詰
佳
奈
美

（
鳥
屋
）、
東
佑
真（
川
北
）
　③
多

胡
結
乃（
鳥
屋
）、
水
上
樹
子（
中

条
）、
茂
岩
樹
里（
金
大
付
属
）、

浅
香
志
帆（
金
大
付
属
）

▼
勝
ち
抜
き
読
上
暗
算

①
台
蔵
真
聡（
金
大
付
属
）
　②
東

佑
真（
川
北
）
　③
葛
原
弓
月（
飯

田
）、
浅
山
心
花（
正
院
）、
鈴
木

柚（
川
北
）、
山
元
優
梨
華（
鳥
屋
）

▼
勝
ち
抜
き
読
上
算

①
鈴
木
柚（
川
北
）
　②
桶
田
果
歩

（
直
）、
東
佑
真（
川
北
）
　③
唐
木

文
也（
串
）、
樋
詰
佳
奈
美（
鳥

屋
）、
北
ひ
な
の（
川
北
）、
萩
本

和
喜（
串
）

【
中
学
校
の
部
】

▼
団
体①

北
鳴
　②
布
水
　③
緑
丘

▼
個
人①

岡
本
莉
子（
布
水
）
　②
小
松
杏

（
北
鳴
）
　③
紺
谷
俊
太（
布
水
）、

岸
田
采
弓（
緑
丘
）、
山
崎
文
椰

（
西
南
部
）

▼
勝
ち
抜
き
読
上
暗
算

①
紺
谷
俊
太（
布
水
）
　②
岡
本
莉

子（
布
水
）
　③
山
崎
文
椰（
西
南

部
）、
岸
田
采
弓（
緑
丘
）、
谷
内

前
花
穂（
緑
丘
）、
上
田
一
心（
緑

丘
）

▼
勝
ち
抜
き
読
上
算

①
岸
田
采
弓（
緑
丘
）
　②
岡
本
莉

子（
布
水
）
　③
西
優
香（
御
幸
）、

分
校
有
梨（
御
幸
）、
谷
内
前
花
穂

（
緑
丘
）

【
高
校
の
部
】

▼
団
体①

金
沢
商
業
高
等
学
校
　②
富
山

商
業
高
等
学
校

▼
個
人①

安
宅
佑
亮（
泉
丘
）
　②
安
田
栞

（
金
沢
商
業
）
　③
袖
元
継（
泉
丘
）、

永
田
ち
ひ
ろ（
金
沢
商
業
）、
紺
谷

亮
太（
星
稜
）

▼
勝
ち
抜
き
読
上
暗
算

①
安
宅
佑
亮（
泉
丘
）
　②
永
田
ち

ひ
ろ（
金
沢
商
業
）
　③
安
田
栞

（
金
沢
商
業
）、
袖
元
継（
泉
丘
）、

紺
谷
亮
太（
星
稜
）

▼
勝
ち
抜
き
読
上
算

①
安
田
栞（
金
沢
商
業
）
　②
安
宅

佑
亮（
泉
丘
）、
袖
元
継（
泉
丘
）
　

③
鍵
主
真
衣（
飯
田
）、
田
巻
優
奈

（
富
山
商
業
）

【
一
般
の
部
】

▼
団
体①

松
田
珠
算
塾

▼
個
人①

六
反
田
美
佳（
松
田
珠
算
塾
）

②
大
角
久
美
子（
松
田
珠
算
塾
）

③
盛
島
夢（
松
田
珠
算
塾
）

▼
勝
ち
抜
き
読
上
暗
算

①
六
反
田
美
佳（
松
田
珠
算
塾
）

②
林
翔
子（
吉
本
そ
ろ
ば
ん
教
室
）

③
大
角
久
美
子（
松
田
珠
算
塾
）

▼
勝
ち
抜
き
読
上
算

①
盛
島
夢（
松
田
珠
算
塾
）

②
大
角
久
美
子（
松
田
珠
算
塾
）

③
六
反
田
美
佳（
松
田
珠
算
塾
）

日
商
珠
算
検
定
合
格
者

（
平
成
30
年
10
月
28
日
施
行
）

第
214
回
日
商
珠
算
検
定
合
格
者

1
級
　吉
田
　
　葵

2
級
　宮
本
　
　仁

3
級
　小
倉
　泰
宗
、
澤
田
　亜
子

稲
山
　柚
吏
、
西
村
　優
衣

岡
上
　咲
空

4
級
　中
野
　晴
康
、
名
村
今
日
子

東
　
　真
希
、
近
江
　朋
加

兵
部
　愛
菜

5
級
　西
野
　亜
美
、
新
幸
　沙
月

井
上
　愛
理
、
中
村
　悠
也

岸
　
　哲
平
、
花
田
　茉
優

谷
　
　風
香
、
熊
谷
　颯
真

6
級
　橋
爪
　直
己
、
中
田
　俊
壱

西
野
　裕
稀
、
喜
多
　心
音

岡
田
　稀
生
、
吉
岡
　里
奈

小
野
　花
音
、
北
村
　
　宇

中
橋
　美
裕
、
中
橋
　一
翔

7
級
　田
中
　豊
季
、
橋
爪
彩
也
子

8
級
　鈴
木
　晃
生
、
佐
藤
　詩
乃

紙
谷
　洵
生
、
中
西
　
　舞

第
271
回
暗
算
検
定
合
格
者

1
級
　中
村
　元
飛

2
級
　滝
岡
　沙
詠

3
級
　千
代
　歩
奈
、
荒
木
　悠
楽

江
口
　莉
理
、
中
田
　俊
壱

和
田
　
　祥

4
級
　吉
田
　蒼
依
、
中
村
　悠
也

花
田
　茉
優

5
級
　谷
　
　友
花
、
加
藤
　彪
雅

森
中
こ
と
み
、
竹
田
　崇
利

6
級
　池
田
　結
菜

第
124
回
段
位
認
定

【
総
合
珠
算
認
定
】

石
川
　裕
基
ー
準
初
段

秦
臣
　穂
香
ー
準
初
段

【
総
合
暗
算
認
定
】

萩
本
　和
喜
ー
四
段

唐
木
　文
也
ー
準
弐
段

秦
臣
　穂
香
ー
初
段

優勝者

第
70
回 

近
県
珠
算
競
技
大
会
開
催

第
70
回 

近
県
珠
算
競
技
大
会
開
催

本
所
　小
松
珠
算
連
盟

本
所
　小
松
珠
算
連
盟

㈱
小
松
製
作
所
粟
津
工
場

執
行
役
員  

生
産
本
部
粟
津
工
場
長

岡
本

　望
氏

　本
所
副
会
頭
　㈱
小
松
製
作
所

粟
津
工
場
　常
務
執
行
役
員
生
産

本
部
副
本
部
長
兼
粟
津
工
場
長
の

藤
田
　直
樹
氏
が
退
任
さ
れ
、
平

成
30
年
11
月
1
日
付
で
後
任
と
し

て
執
行
役
員
生
産
本
部
粟
津
工
場

長
の
岡
本
　望
氏
が
就
任
し
た
。

副会頭変更の
お知らせ

副会頭変更の
お知らせ

小
松
市
産
業
功
労
賞 

受
賞

小
松
市
産
業
功
労
賞
は
小
松
市
の
産
業
や
業
界
の
発
展
、
地
方
の
開
発
に

尽
力
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方
に
贈
ら
れ
る
。

江
口
介
一
氏
（
前
副
会
頭・常
議
員
）

氏
は
、
小
松
商
工
会
議
所
で
副
会
頭
な
ど
を
務
め
、

市
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
災
害
復
旧
工
事
な
ど
の
土
木

工
事
を
通
し
て
、
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
力
を

注
い
だ
。

久
乗
政
勝
氏
（
監
　事
）

氏
は
、
小
松
商
工
会
議
所
で
監
事
な
ど
を
務
め
、
社

会
保
険
労
務
士
と
し
て
、
長
年
中
小
企
業
の
労
務
管

理
に
関
す
る
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
に
励
ん
だ
。

新
職
員
紹
介

本
所
副
会
頭
に

　岡
本  

望 

氏 

就
任
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事業課
井家　務

　平
成
30
年
11
月
1
日
よ
り
小
松

商
工
会
議
所
に
入
所
し
ま
し
た
井

家
　務
で
す
。

　事
業
課
で
会
場
施
設
管
理
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　お
客
様
に
少
し
で
も
快
適
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
日
々

業
務
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　11
月
4
日（
日
）、
本
所
並
び
に
小

松
珠
算
連
盟
主
催
の
近
県
珠
算
競
技

大
会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
、
富

山
県
か
ら
1
4
0
名
の
選
手
が
参
加

し
、
珠
算
の
技
能
を
競
っ
た
。

　開
会
式
で
は
、
小
松
珠
算
連
盟
会

長
の
本
所
坂
井
専
務
理
事
よ
り
、
70

回
目
の
節
目
の
大
会
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
参
加
者
に
対
し
て
は
こ
れ
ま

で
本
大
会
に
参
加
し
、
全
国
規
模
の

大
会
で
も
優
秀
な
成
績
を
残
し
て
い

る
先
輩
の
一
員
と
な
れ
る
よ
う
激
励

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
大
会
運

営
に
尽
力
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
感

謝
の
意
を
伝
え
た
。

　大
会
は
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で

四
つ
の
部
で
行
わ
れ
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
な
が
ら
優
勝
を
目

指
し
て
競
技
が
行
わ
れ
た
。

　各
成
績
は
以
上
の
通
り
。

【
小
学
校
の
部
】

▼
団
体①

鳥
屋
　②
金
大
付
属
　③
川
北
、

中
条
、
串

▼
個
人①

台
蔵
真
聡（
金
大
付
属
）
　②
山

元
優
梨
華（
鳥
屋
）、
樋
詰
佳
奈
美

（
鳥
屋
）、
東
佑
真（
川
北
）
　③
多

胡
結
乃（
鳥
屋
）、
水
上
樹
子（
中

条
）、
茂
岩
樹
里（
金
大
付
属
）、

浅
香
志
帆（
金
大
付
属
）

▼
勝
ち
抜
き
読
上
暗
算

①
台
蔵
真
聡（
金
大
付
属
）
　②
東

佑
真（
川
北
）
　③
葛
原
弓
月（
飯

田
）、
浅
山
心
花（
正
院
）、
鈴
木

柚（
川
北
）、
山
元
優
梨
華（
鳥
屋
）

▼
勝
ち
抜
き
読
上
算

①
鈴
木
柚（
川
北
）
　②
桶
田
果
歩

（
直
）、
東
佑
真（
川
北
）
　③
唐
木

文
也（
串
）、
樋
詰
佳
奈
美（
鳥

屋
）、
北
ひ
な
の（
川
北
）、
萩
本

和
喜（
串
）

【
中
学
校
の
部
】

▼
団
体①

北
鳴
　②
布
水
　③
緑
丘

▼
個
人①

岡
本
莉
子（
布
水
）
　②
小
松
杏

（
北
鳴
）
　③
紺
谷
俊
太（
布
水
）、

岸
田
采
弓（
緑
丘
）、
山
崎
文
椰

（
西
南
部
）

▼
勝
ち
抜
き
読
上
暗
算

①
紺
谷
俊
太（
布
水
）
　②
岡
本
莉

子（
布
水
）
　③
山
崎
文
椰（
西
南

部
）、
岸
田
采
弓（
緑
丘
）、
谷
内

前
花
穂（
緑
丘
）、
上
田
一
心（
緑

丘
）

▼
勝
ち
抜
き
読
上
算

①
岸
田
采
弓（
緑
丘
）
　②
岡
本
莉

子（
布
水
）
　③
西
優
香（
御
幸
）、

分
校
有
梨（
御
幸
）、
谷
内
前
花
穂

（
緑
丘
）

【
高
校
の
部
】

▼
団
体①

金
沢
商
業
高
等
学
校
　②
富
山

商
業
高
等
学
校

▼
個
人①

安
宅
佑
亮（
泉
丘
）
　②
安
田
栞

（
金
沢
商
業
）
　③
袖
元
継（
泉
丘
）、

永
田
ち
ひ
ろ（
金
沢
商
業
）、
紺
谷

亮
太（
星
稜
）

▼
勝
ち
抜
き
読
上
暗
算

①
安
宅
佑
亮（
泉
丘
）
　②
永
田
ち

ひ
ろ（
金
沢
商
業
）
　③
安
田
栞

（
金
沢
商
業
）、
袖
元
継（
泉
丘
）、

紺
谷
亮
太（
星
稜
）

▼
勝
ち
抜
き
読
上
算

①
安
田
栞（
金
沢
商
業
）
　②
安
宅

佑
亮（
泉
丘
）、
袖
元
継（
泉
丘
）
　

③
鍵
主
真
衣（
飯
田
）、
田
巻
優
奈

（
富
山
商
業
）

【
一
般
の
部
】

▼
団
体①

松
田
珠
算
塾

▼
個
人①

六
反
田
美
佳（
松
田
珠
算
塾
）

②
大
角
久
美
子（
松
田
珠
算
塾
）

③
盛
島
夢（
松
田
珠
算
塾
）

▼
勝
ち
抜
き
読
上
暗
算

①
六
反
田
美
佳（
松
田
珠
算
塾
）

②
林
翔
子（
吉
本
そ
ろ
ば
ん
教
室
）

③
大
角
久
美
子（
松
田
珠
算
塾
）

▼
勝
ち
抜
き
読
上
算

①
盛
島
夢（
松
田
珠
算
塾
）

②
大
角
久
美
子（
松
田
珠
算
塾
）

③
六
反
田
美
佳（
松
田
珠
算
塾
）

日
商
珠
算
検
定
合
格
者

（
平
成
30
年
10
月
28
日
施
行
）

第
214
回
日
商
珠
算
検
定
合
格
者

1
級
　吉
田
　
　葵

2
級
　宮
本
　
　仁

3
級
　小
倉
　泰
宗
、
澤
田
　亜
子

稲
山
　柚
吏
、
西
村
　優
衣

岡
上
　咲
空

4
級
　中
野
　晴
康
、
名
村
今
日
子

東
　
　真
希
、
近
江
　朋
加

兵
部
　愛
菜

5
級
　西
野
　亜
美
、
新
幸
　沙
月

井
上
　愛
理
、
中
村
　悠
也

岸
　
　哲
平
、
花
田
　茉
優

谷
　
　風
香
、
熊
谷
　颯
真

6
級
　橋
爪
　直
己
、
中
田
　俊
壱

西
野
　裕
稀
、
喜
多
　心
音

岡
田
　稀
生
、
吉
岡
　里
奈

小
野
　花
音
、
北
村
　
　宇

中
橋
　美
裕
、
中
橋
　一
翔

7
級
　田
中
　豊
季
、
橋
爪
彩
也
子

8
級
　鈴
木
　晃
生
、
佐
藤
　詩
乃

紙
谷
　洵
生
、
中
西
　
　舞

第
271
回
暗
算
検
定
合
格
者

1
級
　中
村
　元
飛

2
級
　滝
岡
　沙
詠

3
級
　千
代
　歩
奈
、
荒
木
　悠
楽

江
口
　莉
理
、
中
田
　俊
壱

和
田
　
　祥

4
級
　吉
田
　蒼
依
、
中
村
　悠
也

花
田
　茉
優

5
級
　谷
　
　友
花
、
加
藤
　彪
雅

森
中
こ
と
み
、
竹
田
　崇
利

6
級
　池
田
　結
菜

第
124
回
段
位
認
定

【
総
合
珠
算
認
定
】

石
川
　裕
基
ー
準
初
段

秦
臣
　穂
香
ー
準
初
段

【
総
合
暗
算
認
定
】

萩
本
　和
喜
ー
四
段

唐
木
　文
也
ー
準
弐
段

秦
臣
　穂
香
ー
初
段

優勝者

第
70
回 

近
県
珠
算
競
技
大
会
開
催

第
70
回 

近
県
珠
算
競
技
大
会
開
催

本
所
　小
松
珠
算
連
盟

本
所
　小
松
珠
算
連
盟

㈱
小
松
製
作
所
粟
津
工
場

執
行
役
員  

生
産
本
部
粟
津
工
場
長

岡
本

　望
氏

　本
所
副
会
頭
　㈱
小
松
製
作
所

粟
津
工
場
　常
務
執
行
役
員
生
産

本
部
副
本
部
長
兼
粟
津
工
場
長
の

藤
田
　直
樹
氏
が
退
任
さ
れ
、
平

成
30
年
11
月
1
日
付
で
後
任
と
し

て
執
行
役
員
生
産
本
部
粟
津
工
場

長
の
岡
本
　望
氏
が
就
任
し
た
。

副会頭変更の
お知らせ

副会頭変更の
お知らせ

小
松
市
産
業
功
労
賞 

受
賞

小
松
市
産
業
功
労
賞
は
小
松
市
の
産
業
や
業
界
の
発
展
、
地
方
の
開
発
に

尽
力
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方
に
贈
ら
れ
る
。

江
口
介
一
氏
（
前
副
会
頭・常
議
員
）

氏
は
、
小
松
商
工
会
議
所
で
副
会
頭
な
ど
を
務
め
、

市
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
災
害
復
旧
工
事
な
ど
の
土
木

工
事
を
通
し
て
、
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
力
を

注
い
だ
。

久
乗
政
勝
氏
（
監
　事
）

氏
は
、
小
松
商
工
会
議
所
で
監
事
な
ど
を
務
め
、
社

会
保
険
労
務
士
と
し
て
、
長
年
中
小
企
業
の
労
務
管

理
に
関
す
る
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
に
励
ん
だ
。

新
職
員
紹
介

本
所
副
会
頭
に

　岡
本  

望 

氏 

就
任
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お申込はお済みですか?（容器包装のリサイクル）

販売士資格更新のご案内

容器包装リサイクル法（以下「法」という。主務省庁：環境省・経済産業省・財務省（国税庁）・厚生労働省・農林水産省）により、

●食品、清涼飲料、酒類、石けん、塗料、医薬品、化粧品等の製造事業者
●小売・卸売業者
●びん、PETボトル、紙箱、袋などの製造事業者
●輸入事業者（容器や包装が付いた商品の輸入等）
●テイクアウトができる飲食店・通販業者など

上記、「容器」「包装」を使って商品を売ったり、「容器」をつくっている事業者は、再商品化（リサイクル）の義務を負う
可能性があります（但し、小規模事業者は除きます）。
※【再商品化（リサイクル）の義務】を負う特定事業者に該当するか否かは、公益財団法人日本容器包装リサイクル協会
コールセンターにご相談ください。

　なお、「特定事業者」でありながら、再商品化義務を履行していない場合は、平成12年4月の「法」の完全施行時まで
遡及して義務を履行していただく（再商品化委託申込を行っていただく）必要がありますのでご注意ください。

小松商工会議所 ＜〒923-8566 小松市園町ニ1 TEL：0761-21-3121＞

◆法律の概要、特定事業者の判断、遡及申込等に関する相談は、
　公益財団法人日本容器包装リサイクル協会　コールセンター　TEL：03-5251-4870
◆委託申込関係書類の請求は、
　公益財団法人日本容器包装リサイクル協会　オペレーションセンター
　TEL：03-5610-6261　　FAX：03-5610-6245
◆協会ホームページ URL：http://www.jcpra.or.jp　
　“リサイクル協会”で検索いただくと、再商品化委託申込に関する情報を掲載しています。

　「販売士」資格は、資格取得時の販売士としての能力の持続・向上をはかるため、有効期間が5年間と定められており、
5年ごとに資格を更新する必要があります。更新手続きを行わない場合は、その資格が失効してしまいます。

■販売士資格の更新等について
　これまで各地商工会議所にて資格更新の申請を受付けておりましたが、平成29年4月より日本商工会議所にて一
元的に申請を受け付けることとなりました。詳しくは日本商工会議所 検定支援センターへお問合せください。

■登録内容（氏名・住所・登録会議所）変更について
　氏名、住所等に変更があった場合は、『販売士専用サイト https://hanbaishi.cloud-cafe.biz 』
から変更事項をご登録ください。販売士専用サイトを利用できない場合は、日本商工会議所 
検定支援センターへお問合せください。
※届け出のない場合は、資格更新等の案内がお届けできなくなりますのでご注意ください。

◆お問合せ先
　日本商工会議所 検定支援センター　TEL：03-3402-2109

レジ袋

申込期間：平成30年12月10日（月）～平成31年2月8日（金）
＝平成31年度の再商品化委託申込受付中＝

生活習慣病を予防しましょう！

健康ドック・健診のご案内
会
員
割
引

　共
済
加
入
者
割
引
あ
り

健康ドックは生活習慣病の早期発見に役立つだけでなく
日常生活における健康づくりにおいても大きな成果をあげております。
従業員の健康は、健全企業のバロメーターです。
年に1回は必ず健康診断を受けましょう。
『小松商工会議所健康ドック』は会員サービスや共済加入者への
還元事業として実施しています。

会員事業所の共済加入者には 最高 21,280円 の割引！

問い合わせ・申し込み問い合わせ・申し込み 小松商工会議所事業課  ☎21-3121 小松商工会議所  健康ドック 検索詳しくは

受付期間　平成30年12月26日（水）まで　※お早めのご予約をおすすめします！
受診期間　平成31年 2月28日（木）まで
受診機関　やわたメディカルセンター健診センター、小松ソフィア病院

便利で無料の「相続証明制度」をご利用ください!
★相続証明制度とは？
　相続人が法務局（登記所）に必要な書類を提出し、登記官
が内容を確認した上で、法定相続人が誰であるのかを無料
で証明する制度です。
　この制度を利用することで、各種相続
手続で戸籍の謄本の束を何度も出し直
す必要がなくなり、同時に進めることも
でき、時間の短縮につながります。

★どのような手続に利用できますか？
①銀行、ゆうちょ及びJAなどの金融機関での預貯金の払戻し
②相続税の申告
③生命保険の解約手続
④相続登記手続など…
※相続手続で必要な書類は各機関で異なりますので、必要な書類は各機
関にご照会ください。

●相続登記をしないで放っておくと？
　不動産を売却できない。
　不動産を担保にして融資が受けられない。
　相続人の確認に時間や費用がかかる。
　重ねて相続が発生すると連絡がとれない相続人がでてくるなど

●耳より情報
　2021年3月31日までの間、相続登記の登録免許税が免税
される場合があります。
　相続証明制度に関する手続は専門家に依頼することもでき
ます。

相続証明制度の手続の詳細は
ホームページ「金沢地方法務局」で検索
http://houmukyoku.moj.go.jp/kanazawa/

法務省は「未来につなぐ相続登記」を
促進しております。

必要な枚数を
無料で交付します 【相続一覧図の写し】

戸籍書類一式
申出書・一覧図

法務局へ申出

「
こ
ま
つ
地
美
絵

食
の
祭
典
２
０
１
９
」 

　
　
参
加
店
募
集

　
こ
ま
つ
地
美
絵
食
の
祭
典
２
０
１
９

を
開
催
し
ま
す
。
ジ
ビ
エ
料
理
を
提

供
い
た
だ
け
る
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。

開
催
期
間
　
平
成
31
年
2
月
1
日（
金
）

　
　
　
　
　
〜
2
月
17
日（
日
）

開
催
場
所
　
参
加
店
各
店
舗

詳
細
＆
申
し
込
み

　
　
　
　
　
12
月
7
日（
金
）ま
で
に
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お申込はお済みですか?（容器包装のリサイクル）

販売士資格更新のご案内

容器包装リサイクル法（以下「法」という。主務省庁：環境省・経済産業省・財務省（国税庁）・厚生労働省・農林水産省）により、

●食品、清涼飲料、酒類、石けん、塗料、医薬品、化粧品等の製造事業者
●小売・卸売業者
●びん、PETボトル、紙箱、袋などの製造事業者
●輸入事業者（容器や包装が付いた商品の輸入等）
●テイクアウトができる飲食店・通販業者など

上記、「容器」「包装」を使って商品を売ったり、「容器」をつくっている事業者は、再商品化（リサイクル）の義務を負う
可能性があります（但し、小規模事業者は除きます）。
※【再商品化（リサイクル）の義務】を負う特定事業者に該当するか否かは、公益財団法人日本容器包装リサイクル協会
コールセンターにご相談ください。

　なお、「特定事業者」でありながら、再商品化義務を履行していない場合は、平成12年4月の「法」の完全施行時まで
遡及して義務を履行していただく（再商品化委託申込を行っていただく）必要がありますのでご注意ください。

小松商工会議所 ＜〒923-8566 小松市園町ニ1 TEL：0761-21-3121＞

◆法律の概要、特定事業者の判断、遡及申込等に関する相談は、
　公益財団法人日本容器包装リサイクル協会　コールセンター　TEL：03-5251-4870
◆委託申込関係書類の請求は、
　公益財団法人日本容器包装リサイクル協会　オペレーションセンター
　TEL：03-5610-6261　　FAX：03-5610-6245
◆協会ホームページ URL：http://www.jcpra.or.jp　
　“リサイクル協会”で検索いただくと、再商品化委託申込に関する情報を掲載しています。

　「販売士」資格は、資格取得時の販売士としての能力の持続・向上をはかるため、有効期間が5年間と定められており、
5年ごとに資格を更新する必要があります。更新手続きを行わない場合は、その資格が失効してしまいます。

■販売士資格の更新等について
　これまで各地商工会議所にて資格更新の申請を受付けておりましたが、平成29年4月より日本商工会議所にて一
元的に申請を受け付けることとなりました。詳しくは日本商工会議所 検定支援センターへお問合せください。

■登録内容（氏名・住所・登録会議所）変更について
　氏名、住所等に変更があった場合は、『販売士専用サイト https://hanbaishi.cloud-cafe.biz 』
から変更事項をご登録ください。販売士専用サイトを利用できない場合は、日本商工会議所 
検定支援センターへお問合せください。
※届け出のない場合は、資格更新等の案内がお届けできなくなりますのでご注意ください。

◆お問合せ先
　日本商工会議所 検定支援センター　TEL：03-3402-2109

レジ袋

申込期間：平成30年12月10日（月）～平成31年2月8日（金）
＝平成31年度の再商品化委託申込受付中＝

生活習慣病を予防しましょう！

健康ドック・健診のご案内
会
員
割
引

　共
済
加
入
者
割
引
あ
り

健康ドックは生活習慣病の早期発見に役立つだけでなく
日常生活における健康づくりにおいても大きな成果をあげております。
従業員の健康は、健全企業のバロメーターです。
年に1回は必ず健康診断を受けましょう。
『小松商工会議所健康ドック』は会員サービスや共済加入者への
還元事業として実施しています。

会員事業所の共済加入者には 最高 21,280円 の割引！

問い合わせ・申し込み問い合わせ・申し込み 小松商工会議所事業課  ☎21-3121 小松商工会議所  健康ドック 検索詳しくは

受付期間　平成30年12月26日（水）まで　※お早めのご予約をおすすめします！
受診期間　平成31年 2月28日（木）まで
受診機関　やわたメディカルセンター健診センター、小松ソフィア病院

便利で無料の「相続証明制度」をご利用ください!
★相続証明制度とは？
　相続人が法務局（登記所）に必要な書類を提出し、登記官
が内容を確認した上で、法定相続人が誰であるのかを無料
で証明する制度です。
　この制度を利用することで、各種相続
手続で戸籍の謄本の束を何度も出し直
す必要がなくなり、同時に進めることも
でき、時間の短縮につながります。

★どのような手続に利用できますか？
①銀行、ゆうちょ及びJAなどの金融機関での預貯金の払戻し
②相続税の申告
③生命保険の解約手続
④相続登記手続など…
※相続手続で必要な書類は各機関で異なりますので、必要な書類は各機
関にご照会ください。

●相続登記をしないで放っておくと？
　不動産を売却できない。
　不動産を担保にして融資が受けられない。
　相続人の確認に時間や費用がかかる。
　重ねて相続が発生すると連絡がとれない相続人がでてくるなど

●耳より情報
　2021年3月31日までの間、相続登記の登録免許税が免税
される場合があります。
　相続証明制度に関する手続は専門家に依頼することもでき
ます。

相続証明制度の手続の詳細は
ホームページ「金沢地方法務局」で検索
http://houmukyoku.moj.go.jp/kanazawa/

法務省は「未来につなぐ相続登記」を
促進しております。

必要な枚数を
無料で交付します 【相続一覧図の写し】

戸籍書類一式
申出書・一覧図

法務局へ申出
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INFORMATION INFORMATION

■商品について
●会員事業所（原則、小規模事業者）が地域の特色を活かして開発した商
品「食・技・旅」
●地域特産品の分類
【食】：食材（例：玉葱、米粉）・菓子・惣菜など加工品、飲料・酒類等の商品。
【技】：日用品、雑貨、衣料品、家具、家電、インテリア、工芸品等の商品。
【旅】：その地域にしかない観光や体験、飲食や宿泊等を提供する商品。

■事業者について
●商工会議所の会員であること
●原則として、小規模事業者であること

9 小松商工会議所［2018.12］ 8

税務署で IDとパスワードを取得して

いつでもどこでもスマホで申告
「確定申告書等作成コーナー」で作成した申告書は、
IDとパスワードがあれば、e‒Taxで送信（提出）できます。
　平成31年１月以降、申告書をe‒Taxで送信（提出）するためには、マイナンバーカードとICカードリーダライタを使用
するマイナンバーカード方式と、ID（利用者識別番号）とパスワード（暗証番号）があれば利用できるID・パスワード方式
があります。
 なお、ID・パスワード方式は、スマートフォンでも利用できます。

ID・パスワード方式の申請　　　　※この申請は、平成30年1月以降、行っています。

◎お近くの税務署で職員と対面による本人確認の後、IDとパスワードを
　即日発行します！
（注１） 勤務先のお近くの税務署でも発行できます。
（注２） 確定申告期に限らず、いつでも発行が可能です。

（税務署が開庁している日に限ります。）
（注３） 運転免許証などの本人確認書類をご持参ください。

（運転免許証のほか、マイナンバーカードや公的医療保険の被保険者証などがご利用できます。）

ID・パスワード方式を利用するための手続き
STEP１

国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」へアクセス
※ID・パスワード方式による申告は、平成31年１月からとなります。

◎税務署に行く手間がかかりません！
◎確定申告期間中は24時間いつでも利用できます！
◎パソコン、スマホ、タブレット端末のいずれも利用可能！

STEP 2

作成コーナーからe-Taxで送信（申告書を提出）
◎　　　　で取得したIDとパスワード（ID・パスワード方式）を利用して
　e-Taxで送信すれば申告完了！
◎e-Taxで送信すれば、源泉徴収票などの添付書類は提出不要！
（自宅で保管する必要があります。）

◎送信するデータの控えは、PDF形式で保存できます。
（注１）「確定申告書等作成コーナー」でのみ利用できます。
（注２） 平成31年１月以降、e-Taxホームページから確認できるメッセージボックスに保管されている受信通知

（e-Taxでの申告履歴）や税務署からのお知らせなどを確認するには、マイナンバーカード等での認証が
必要となりますのでご注意ください。

（注３） ID・パスワード方式は、暫定的な対応であるため、お早めにマイナンバーカードの取得をお願いします。

STEP 3

作成コーナー

STEP１

申告書の印刷や
郵送は不要です

・平成31年（2019年）１月以降も、引き続き、従来の方法でもe-Taxによる申告書の送信ができます。
・国税庁では「マイナンバーカード方式」を推奨しています。 税務署

「B to B」サイト 登録事業者募集！
https://feelnippon.jp/

会員登録
無料

この度、feel NIPPON事業の一環として、会員小規模事業者（売り手）とバイヤー（買い手）の情報発信・
交流用サイト feel NIPPON 「B to B」 が誕生しました！ 販路開拓や商品開発に向け取組んでいる事業者
の方をサポートするサイトです。是非この機会にお申込みください。

feel NIPPONとは
●全国の小規模事業者が行う地域資源を活用した特産品・観光商品開発、その販路開拓ならびに地域の課題解決に資
する取組みに対して日本商工会議所が総合的に行う支援の総称です。
●オフィシャルサイトでは、登録された商品を「食」「技」「旅」の3カテゴリーで分類、商談に必要な情報をバイヤーに
提供します！

サイト登録のメリット
Merit.01  信頼できるバイヤーとの商談のチャンスが得られます！　
Merit.02  新しい商品を欲しがっているバイヤーに対しアピールできます！
Merit.03  開発途中の商品にバイヤーから意見を貰うことができます！

応募条件

feel NIPPON「Ｂ to Ｂ」サイト会員登録申込書

※ご記入頂いたメールアドレスにアカウント情報が送信されます。
※ご記入頂いた情報は、商工会議所からの各種連絡・情報提供のために利用するほか、調査・分析のために利用することがあります。

◆申込先　小松商工会議所　TEL：21-3121　FAX：21-3120

事業所名

代表者名

担当者名

メールアドレス

住  所

ＴＥＬ

ＦＡＸ

（　　　　　）　　　－

（　　　　　）　　　－

〒
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ＦＡＸ

（　　　　　）　　　－

（　　　　　）　　　－

〒
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西
会
頭
は
式
辞
で
「
今
年
は
九

月
に
自
民
党
総
裁
選
が
行
わ
れ
、

安
倍
総
理
の
三
選
が
き
ま
っ
た
他
、

大
阪
北
部
地
震
に
始
ま
り
、
西
日

本
豪
雨
や
北
海
道
地
震
等
が
立
て

続
け
に
あ
り
、
災
害
の
怖
さ
が
身

に
し
み
た
一
年
で
も
あ
り
、Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
一
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
又
、
経
済
面
で
は
米
中
貿
易
摩

擦
が
、
今
後
の
日
本
経
済
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
心
配

な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
日
銀
が
発

表
し
て
い
る
通
り
、
北
陸
地
方
は

全
体
的
に
景
気
が
拡
大
し
て
お
り
、

当
管
内
の
有
効
求
人
倍
率
も
最
近

で
は
一・
六
倍
を
超
え
て
高
い
水

準
を
保
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
慢
性
的
に
こ
こ
数
年
、

人
手
不
足
が
全
業
種
に
亘
っ
て
深

刻
化
し
て
い
る
他
、
後
継
者
不
足

等
か
ら
商
工
業
者
の
廃
業
が
増
え

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
当
所
で
は
今

年
度
、
人
手
不
足
対
応
と
し
て
、

企
業
見
学
会
や
市
内
企
業
の
紹
介

ブ
ッ
ク
作
成
と
法
制
度
の
改
正
に

対
応
し
た
働
き
方
改
革
の
推
進
を

実
施
す
る
他
、
中
小
企
業
者
や
小

規
模
事
業
者
の
立
場
に
立
っ
た
伴

走
型
支
援
を
行
い
、
国
の
認
定
を

受
け
た
経
営
発
達
支
援
計
画
に
基

づ
い
た
販
路
開
拓
支
援
策
や
小
松

市
の
農
産
物
を
活
用
し
た
農
商
工

連
携
、
新
製
品
・
新
技
術
の
促
進

や
六
次
産
業
者
へ
の
支
援
、
或
い

は
、
商
工
業
者
の
減
少
を
食
い
止

め
る
為
の
創
業
や
事
業
承
継
等
の

事
業
も
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　一
方
、
最
近
の
小
松
を
取
り
巻

く
状
況
と
し
て
、
今
年
四
月
に
は

『
公
立
小
松
大
学
』
が
開
学
致
し

ま
し
た
。
当
所
の
行
っ
た
通
行
量

調
査
に
よ
る
と
、
小
松
駅
前
周
辺

に
は
、
開
学
前
と
比
べ
る
と
約
一・

五
倍
の
歩
行
者
が
増
え
、
今
後
更

な
る
増
加
も
見
込
め
ま
す
。
駅
前

は
そ
の
都
市
の
顔
で
あ
り
、
い
か

に
し
て
そ
こ
に
集
ま
っ
た
人
々
を

満
足
し
て
い
く
か
が
、
今
後
の
小

松
の
発
展
に
大
き
く
影
響
し
て
き

ま
す
。
南
加
賀
の
中
核
都
市
と
し

て
発
展
す
る
為
、
当
所
も
行
政
と

と
も
に
積
極
的
に
事
業
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

　
又
、
二
〇
二
二
年
度
末
に
は
北

陸
新
幹
線
が
敦
賀
ま
で
開
業
し
ま

す
。
敦
賀
開
業
を
見
据
え
、
開
業

効
果
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
い
く

た
め
の
方
策
を
的
確
か
つ
早
急
に

講
じ
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
肝

要
で
あ
り
ま
す
。「
石
の
文
化
」
や

「
北
前
船
寄
港
地
」
の
二
つ
の
日
本

遺
産
に
代
表
さ
れ
る
地
域
資
源
な

ど
、
活
用
と
魅
力
の
向
上
と
同
時

に
新
た
な
資
源
の
発
掘
な
ど
を
実

践
す
る
他
、
敦
賀
開
業
以
降
の
関

西
・
中
京
圏
と
の
ア
ク
セ
ス
の
維

持
向
上
、
又
、
小
松
空
港
の
国
内

路
線
、
国
際
路
線
の
利
便
性
向
上

や
新
規
路
線
の
開
拓
等
も
今
後
、

強
く
要
望
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
山
積
す
る
中
、
本
所
に
課
せ
ら

れ
た
使
命
と
役
割
は
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
さ
せ
る

為
に
も
、
県
・
市
を
は
じ
め
、
三

千
近
く
を
数
え
る
会
員
各
位
の
皆

様
方
の
絶
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協

力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
も
皆

様
方
と
と
も
に
全
力
を
傾
注
し
て

参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。」
と
挨

拶
し
、
地
域
商
工
業
の
活
性
化
に

向
け
、
会
員
事
業
所
へ
の
協
力
を

呼
び
か
け
た
。

　
式
典
で
は
役
員
・
議
員
・
評
議

員
功
労
者
へ
の
感
謝
状
、
永
年
勤

続
優
良
従
業
員
へ
の
表
彰
状
が
贈

呈
さ
れ
、
本
所
女
性
会
会
長
の
島

節
子
氏
が
代
表
し
、
大
会
決
議
を

朗
読
し
た
。

　
引
き
続
き
、
作
家
の
井
沢
元
彦

氏
が
「
時
代
が
教
え
る
経
営
戦
略

『
歴
史
を
動
か
し
た
人
物
に
学

ぶ
』」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

■
小
松
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰

役
員・議
員（
規
程
第
２
条
）

◆
20
年
以
上

南
　
　政
師 

南
熔
工
業
㈱ 

会
長

西
　登
茂
一 

小
松
電
気
化
学
工
業
㈱ 

社
長

◆
10
年
以
上

中
嶋
　
　浩

 H
i
f
リ
ゾ
ー
ト
㈱
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
小
松 

社
長

開
　
　
　勤 

加
越
建
設
㈱ 

社
長

平
島
雄
一
郎 

㈱
ヒ
ラ
シ
マ 

会
長

評
議
員（
規
程
第
２
条
）

◆
20
年
以
上

深
田
　
　健 

深
田
熱
処
理
工
業
㈱ 

社
長

◆
15
年
以
上

明
　慶
太
郎 

㈱
あ
き
や 

社
長

南
　
　和
守 

㈲
南
月 

社
長

◆
30
年
以
上
勤
続（
16
名
）

上
田
運
輸
㈱…

…
…
…

山
本
　寛
人

㈱
北
日
本
テ
ク
ノ
ス 

浅
井
美
和
子

㈱
北
日
本
テ
ク
ノ
ス 

北
野
八
須
則

㈱
北
日
本
テ
ク
ノ
ス 

北
村
　正
平

㈱
北
日
本
テ
ク
ノ
ス 

山
崎
　顕
一

㈱
小
松
村
田
製
作
所 

梶
井
　貞
人

㈱
小
松
村
田
製
作
所 

宮
西
　理
香

㈱
米
野
電
機…

…
…
…

宮
越
　秀
昭

サ
ン
エ
ス
㈱…

…
…
…

髙
藤
ひ
と
み

三
和
物
産
㈱…

…
…
…

坂
下
　孝
治

三
和
物
産
㈱…

…
…
…

志
賀
幸
次
郎

ダ
イ
エ
ー
㈱…

…
…
…

馬
場
　浩
二

北
陸
基
礎
工
業
㈱…

…

寺
島
　欣
也

北
陸
基
礎
工
業
㈱…

…

長
岡
　正
樹

㈱
丸
西
組…

…
…
…
…

竹
村
　勇
人

㈱
室
戸
鉄
工
所…

…
…

木
道
美
恵
子

◆
20
年
以
上
勤
続（
22
名
）

石
川
舗
道
㈱…

…
…
…

筒
口
　泰
男

㈱
江
口
組…

…
…
…
…

北
川
　和
也

㈱
江
口
組…

…
…
…
…

長
谷
川
恵
章

㈱
江
口
組…

…
…
…
…

細
川
　崇
浩

小
松
ガ
ス
㈱…

…
…
…

蕪
城
　裕
一

小
松
ガ
ス
㈱…

…
…
…

西
出
　義
和

小
松
鋼
機
㈱…

…
…
…

中
巳
出
奈
美

小
松
鋼
機
㈱…

…
…
…

西
田
　正
樹

小
松
鋼
機
㈱…

…
…
…

山
口
　正
人

小
松
ニ
ッ
ト
㈱…

…
…

西
　栄
理
子

三
和
物
産
㈱…

…
…
…

神
田
　博
文

三
和
物
産
㈱…

…
…
…

富
永
　伸
二

三
和
物
産
㈱…

…
…
…

中
谷
　
　章

ダ
イ
エ
ー
㈱…

…
…
…

野
村
　
　修

ダ
イ
エ
ー
㈱…

…
…
…

松
本
　保
子

㈱
ト
ー
ケ
ン…

…
…
…

上
田
　高
徳

北
陸
基
礎
工
業
㈱…

…

白
根
　博
志

北
陸
基
礎
工
業
㈱…

…

広
瀬
　達
郎

㈱
丸
西
組…

…
…
…
…

安
田
　尚
志

㈱
南
鉄
工
所…

…
…
…

坂
下
　俊
充

㈱
美
福
工
業…

…
…
…

中
出
　良
二

㈱
室
戸
鉄
工
所…

…
…

本
田
　弘
樹

◆
10
年
以
上
勤
続（
70
名
）

㈲
岩
崎
産
業…

…
…
…

岩
崎
　正
希

㈲
岩
崎
産
業…

…
…
…

阪
本
　一
幸

㈱
ウ
エ
ス
ト
サ
ー
ク
ル 

佐
藤
　繁
能

上
田
運
輸
㈱…

…
…
…

笹
川
　浩
二

上
田
運
輸
㈱…

…
…
…

中
村
　
　剛

上
田
運
輸
㈱…

…
…
…

林
　
　忠
弘

上
田
運
輸
㈱…

…
…
…

林
　
　正
典

上
田
運
輸
㈱…

…
…
…

村
本
　英
里

上
田
運
輸
㈱…

…
…
…

山
下
　昌
明

㈱
梶
谷
設
計…

…
…
…

辻
　佳
菜
子

北
村
木
箱
㈱…

…
…
…

伊
志
領
好
美

北
村
木
箱
㈱…

…
…
…

園
藤
　晴
美

北
村
木
箱
㈱…

…
…
…

高
　
　龍
悟

北
村
木
箱
㈱…

…
…
…

中
川
真
由
美

小
島
工
業
㈱…

…
…
…

魚
江
　泰
守

小
島
工
業
㈱…

…
…
…

東
　
　和
彦

小
前
田
運
輸
㈱…

…
…

大
川
　
　円

小
前
田
運
輸
㈱…

…
…

大
田
　裕
樹

小
前
田
運
輸
㈱…

…
…

小
坂
　悠
亮

小
松
ガ
ス
㈱…

…
…
…

清
水
真
理
絵

小
松
乾
物
㈱…

…
…
…

北
中
か
お
り

小
松
鋼
機
㈱…

…
…
…

加
納
　寛
記

小
松
鋼
機
㈱…

…
…
…

久
保
　雅
揮

小
松
鋼
機
㈱…

…
…
…

本
　
　絵
里

小
松
鋼
機
㈱…

…
…
…

山
田
　崇
晶

小
松
鋼
機
㈱…

…
…
…

山
本
　康
晴

小
松
鋼
機
㈱…

…
…
…

吉
村
　洋
子

小
松
鋼
機
㈱…

…
…
…

鷲
田
　拓
海

㈱
小
松
高
田
製
作
所 

河
内
　秀
晃

㈱
小
松
高
田
製
作
所 

川
坂
　泰
治

㈱
小
松
高
田
製
作
所 

窪
田
　貴
之

㈱
小
松
高
田
製
作
所 

小
西
　良
富

㈱
小
松
高
田
製
作
所 

渋
谷
美
由
紀

㈱
小
松
高
田
製
作
所 

菅
村
伊
久
男

㈱
小
松
高
田
製
作
所 

谷
口
　晃
栄

㈱
小
松
高
田
製
作
所 

中
村
　祐
樹

㈱
小
松
高
田
製
作
所 

升
山
　佳
枝

㈱
小
松
高
田
製
作
所 

宮
西
　美
子

㈱
米
野
電
機…

…
…
…

堀
田
　望
美

サ
ン
エ
ス
㈱

…
…
…
…

打
本
　幸
恵

サ
ン
エ
ス
㈱

…
…
…
…

牧
内
紀
美
恵

三
和
物
産
㈱…

…
…
…

大
坂
　信
夫

三
和
物
産
㈱…

…
…
…

山
本
壮
太
郎

新
栄
金
属
㈱…

…
…
…

松
本
　哲
男

ダ
イ
エ
ー
㈱…

…
…
…

前
出
　尚
樹

㈱
寺
田…

…
…
…
…
…

墨
屋
　信
二

㈱
寺
田…

…
…
…
…
…

宮
西
与
志
彦

㈱
ト
ー
ケ
ン…

…
…
…

実
川
　直
子

㈱
ト
ー
ケ
ン…

…
…
…

松
井
　
　豊

ニ
シ・ウ
ェ
ル
ネ
ス
㈱…

北
村
　明
美

ニ
シ・ウ
ェ
ル
ネ
ス
㈱…

坂
本
　麻
里

ニ
シ・ウ
ェ
ル
ネ
ス
㈱…

田
中
　佑
介

ニ
シ・ウ
ェ
ル
ネ
ス
㈱…

若
山
由
起
子

北
陸
基
礎
工
業
㈱…

…

西
田
　雄
貴

北
陸
基
礎
工
業
㈱…

…

東
口
　勝
也

北
陸
基
礎
工
業
㈱…

…

藤
田
　尚
也

北
陸
基
礎
工
業
㈱…

…

横
山
　勝
也

㈱
丸
西
組…

…
…
…
…

山
本
　宏
一

㈱
南
鉄
工
所…

…
…
…

新
家
　成
健

㈱
南
鉄
工
所…

…
…
…

井
戸
田
清
和

㈱
南
鉄
工
所…

…
…
…

川
端
　
　透

㈱
南
鉄
工
所…

…
…
…

北
室
　昭
二

㈱
南
鉄
工
所…

…
…
…

中
條
　康
弘

㈱
南
鉄
工
所…

…
…
…

宮
崎
　弘
之

㈱
南
鉄
工
所…

…
…
…

森
田
　清
定

㈱
南
鉄
工
所…

…
…
…

吉
本
　研
二

㈱
室
戸
鉄
工
所…

…
…

岡
本
　浩
司

㈱
室
戸
鉄
工
所…

…
…

越
田
　雅
喜

㈱
室
戸
鉄
工
所…

…
…

松
岡
　誠
人

㈱
室
戸
鉄
工
所…

…
…

吉
田
　
　周

式辞を述べる西会頭

特別講演会講師の井沢元彦氏

役員・議員・評議員表彰

永年勤続優良従業員表彰

平
成
30
年
度
小
松
商
工
会
議
所
会
員
大
会

　11
月
21
日
、
本
所
会
員
大
会
を
開
催
し
、
西
正
次
会
頭
よ
り
長
年
本
所
の
活
動
に
尽
力
さ
れ
た

役
員
・
議
員
功
労
者
、
会
員
事
業
所
の
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
の
方
々
に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　ま
た
、
式
典
に
続
き
作
家
の
井
沢
元
彦
氏
を
迎
え
て
の
特
別
講
演
会
を
開
催
し
た
。
会
員
大
会

並
び
に
特
別
講
演
会
合
わ
せ
て
約
200
名
の
出
席
が
あ
っ
た
。

小
松
商
工
会
議
所
役
員・議
員

・評
議
員
表
彰
被
表
彰
者
名

（
敬
称
略・順
不
同
）

第
69
回 

優
良
従
業
員

被
表
彰
者
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ば
ん

そ
う
が
た

け
い
ち
ゅ
う

平成30年度 小松商工会議所会員大会 平成30年度 小松商工会議所会員大会

南
加
賀
の
中
核
都
市
と
し
て

　
　
　
　
　
　更
な
る
発
展
を
目
指
す

南
加
賀
の
中
核
都
市
と
し
て

　
　
　
　
　
　更
な
る
発
展
を
目
指
す
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西
会
頭
は
式
辞
で
「
今
年
は
九

月
に
自
民
党
総
裁
選
が
行
わ
れ
、

安
倍
総
理
の
三
選
が
き
ま
っ
た
他
、

大
阪
北
部
地
震
に
始
ま
り
、
西
日

本
豪
雨
や
北
海
道
地
震
等
が
立
て

続
け
に
あ
り
、
災
害
の
怖
さ
が
身

に
し
み
た
一
年
で
も
あ
り
、Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
一
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
又
、
経
済
面
で
は
米
中
貿
易
摩

擦
が
、
今
後
の
日
本
経
済
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
心
配

な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
日
銀
が
発

表
し
て
い
る
通
り
、
北
陸
地
方
は

全
体
的
に
景
気
が
拡
大
し
て
お
り
、

当
管
内
の
有
効
求
人
倍
率
も
最
近

で
は
一・
六
倍
を
超
え
て
高
い
水

準
を
保
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
慢
性
的
に
こ
こ
数
年
、

人
手
不
足
が
全
業
種
に
亘
っ
て
深

刻
化
し
て
い
る
他
、
後
継
者
不
足

等
か
ら
商
工
業
者
の
廃
業
が
増
え

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
当
所
で
は
今

年
度
、
人
手
不
足
対
応
と
し
て
、

企
業
見
学
会
や
市
内
企
業
の
紹
介

ブ
ッ
ク
作
成
と
法
制
度
の
改
正
に

対
応
し
た
働
き
方
改
革
の
推
進
を

実
施
す
る
他
、
中
小
企
業
者
や
小

規
模
事
業
者
の
立
場
に
立
っ
た
伴

走
型
支
援
を
行
い
、
国
の
認
定
を

受
け
た
経
営
発
達
支
援
計
画
に
基

づ
い
た
販
路
開
拓
支
援
策
や
小
松

市
の
農
産
物
を
活
用
し
た
農
商
工

連
携
、
新
製
品
・
新
技
術
の
促
進

や
六
次
産
業
者
へ
の
支
援
、
或
い

は
、
商
工
業
者
の
減
少
を
食
い
止

め
る
為
の
創
業
や
事
業
承
継
等
の

事
業
も
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　一
方
、
最
近
の
小
松
を
取
り
巻

く
状
況
と
し
て
、
今
年
四
月
に
は

『
公
立
小
松
大
学
』
が
開
学
致
し

ま
し
た
。
当
所
の
行
っ
た
通
行
量

調
査
に
よ
る
と
、
小
松
駅
前
周
辺

に
は
、
開
学
前
と
比
べ
る
と
約
一・

五
倍
の
歩
行
者
が
増
え
、
今
後
更

な
る
増
加
も
見
込
め
ま
す
。
駅
前

は
そ
の
都
市
の
顔
で
あ
り
、
い
か

に
し
て
そ
こ
に
集
ま
っ
た
人
々
を

満
足
し
て
い
く
か
が
、
今
後
の
小

松
の
発
展
に
大
き
く
影
響
し
て
き

ま
す
。
南
加
賀
の
中
核
都
市
と
し

て
発
展
す
る
為
、
当
所
も
行
政
と

と
も
に
積
極
的
に
事
業
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

　
又
、
二
〇
二
二
年
度
末
に
は
北

陸
新
幹
線
が
敦
賀
ま
で
開
業
し
ま

す
。
敦
賀
開
業
を
見
据
え
、
開
業

効
果
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
い
く

た
め
の
方
策
を
的
確
か
つ
早
急
に

講
じ
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
肝

要
で
あ
り
ま
す
。「
石
の
文
化
」
や

「
北
前
船
寄
港
地
」
の
二
つ
の
日
本

遺
産
に
代
表
さ
れ
る
地
域
資
源
な

ど
、
活
用
と
魅
力
の
向
上
と
同
時

に
新
た
な
資
源
の
発
掘
な
ど
を
実

践
す
る
他
、
敦
賀
開
業
以
降
の
関

西
・
中
京
圏
と
の
ア
ク
セ
ス
の
維

持
向
上
、
又
、
小
松
空
港
の
国
内

路
線
、
国
際
路
線
の
利
便
性
向
上

や
新
規
路
線
の
開
拓
等
も
今
後
、

強
く
要
望
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
山
積
す
る
中
、
本
所
に
課
せ
ら

れ
た
使
命
と
役
割
は
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
さ
せ
る

為
に
も
、
県
・
市
を
は
じ
め
、
三

千
近
く
を
数
え
る
会
員
各
位
の
皆

様
方
の
絶
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協

力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
も
皆

様
方
と
と
も
に
全
力
を
傾
注
し
て

参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。」
と
挨

拶
し
、
地
域
商
工
業
の
活
性
化
に

向
け
、
会
員
事
業
所
へ
の
協
力
を

呼
び
か
け
た
。

　
式
典
で
は
役
員
・
議
員
・
評
議

員
功
労
者
へ
の
感
謝
状
、
永
年
勤

続
優
良
従
業
員
へ
の
表
彰
状
が
贈

呈
さ
れ
、
本
所
女
性
会
会
長
の
島

節
子
氏
が
代
表
し
、
大
会
決
議
を

朗
読
し
た
。

　
引
き
続
き
、
作
家
の
井
沢
元
彦

氏
が
「
時
代
が
教
え
る
経
営
戦
略

『
歴
史
を
動
か
し
た
人
物
に
学

ぶ
』」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

■
小
松
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰

役
員・議
員（
規
程
第
２
条
）

◆
20
年
以
上

南
　
　政
師 

南
熔
工
業
㈱ 
会
長

西
　登
茂
一 

小
松
電
気
化
学
工
業
㈱ 
社
長

◆
10
年
以
上

中
嶋
　
　浩

 H
i
f
リ
ゾ
ー
ト
㈱
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
小
松 

社
長

開
　
　
　勤 

加
越
建
設
㈱ 

社
長

平
島
雄
一
郎 

㈱
ヒ
ラ
シ
マ 

会
長

評
議
員（
規
程
第
２
条
）

◆
20
年
以
上

深
田
　
　健 

深
田
熱
処
理
工
業
㈱ 

社
長

◆
15
年
以
上

明
　慶
太
郎 

㈱
あ
き
や 

社
長

南
　
　和
守 

㈲
南
月 

社
長

◆
30
年
以
上
勤
続（
16
名
）

上
田
運
輸
㈱…

…
…
…
山
本
　寛
人

㈱
北
日
本
テ
ク
ノ
ス 
浅
井
美
和
子

㈱
北
日
本
テ
ク
ノ
ス 

北
野
八
須
則

㈱
北
日
本
テ
ク
ノ
ス 

北
村
　正
平

㈱
北
日
本
テ
ク
ノ
ス 

山
崎
　顕
一

㈱
小
松
村
田
製
作
所 

梶
井
　貞
人

㈱
小
松
村
田
製
作
所 

宮
西
　理
香

㈱
米
野
電
機…

…
…
…

宮
越
　秀
昭

サ
ン
エ
ス
㈱…

…
…
…

髙
藤
ひ
と
み

三
和
物
産
㈱…

…
…
…

坂
下
　孝
治

三
和
物
産
㈱…

…
…
…

志
賀
幸
次
郎

ダ
イ
エ
ー
㈱…

…
…
…

馬
場
　浩
二

北
陸
基
礎
工
業
㈱…

…

寺
島
　欣
也

北
陸
基
礎
工
業
㈱…

…

長
岡
　正
樹

㈱
丸
西
組…

…
…
…
…

竹
村
　勇
人

㈱
室
戸
鉄
工
所…

…
…

木
道
美
恵
子

◆
20
年
以
上
勤
続（
22
名
）

石
川
舗
道
㈱…

…
…
…

筒
口
　泰
男

㈱
江
口
組…

…
…
…
…

北
川
　和
也

㈱
江
口
組…

…
…
…
…

長
谷
川
恵
章

㈱
江
口
組…

…
…
…
…

細
川
　崇
浩

小
松
ガ
ス
㈱…

…
…
…

蕪
城
　裕
一

小
松
ガ
ス
㈱…

…
…
…

西
出
　義
和

小
松
鋼
機
㈱…
…
…
…

中
巳
出
奈
美

小
松
鋼
機
㈱…
…
…
…

西
田
　正
樹

小
松
鋼
機
㈱…

…
…
…

山
口
　正
人

小
松
ニ
ッ
ト
㈱…

…
…

西
　栄
理
子

三
和
物
産
㈱…

…
…
…

神
田
　博
文

三
和
物
産
㈱…

…
…
…

富
永
　伸
二

三
和
物
産
㈱…

…
…
…

中
谷
　
　章

ダ
イ
エ
ー
㈱…

…
…
…

野
村
　
　修

ダ
イ
エ
ー
㈱…

…
…
…

松
本
　保
子

㈱
ト
ー
ケ
ン…

…
…
…

上
田
　高
徳

北
陸
基
礎
工
業
㈱…

…

白
根
　博
志

北
陸
基
礎
工
業
㈱…

…

広
瀬
　達
郎

㈱
丸
西
組…

…
…
…
…

安
田
　尚
志

㈱
南
鉄
工
所…

…
…
…

坂
下
　俊
充

㈱
美
福
工
業…

…
…
…

中
出
　良
二

㈱
室
戸
鉄
工
所…

…
…

本
田
　弘
樹

◆
10
年
以
上
勤
続（
70
名
）

㈲
岩
崎
産
業…

…
…
…

岩
崎
　正
希

㈲
岩
崎
産
業…

…
…
…

阪
本
　一
幸

㈱
ウ
エ
ス
ト
サ
ー
ク
ル 
佐
藤
　繁
能

上
田
運
輸
㈱…

…
…
…

笹
川
　浩
二

上
田
運
輸
㈱…

…
…
…

中
村
　
　剛

上
田
運
輸
㈱…

…
…
…

林
　
　忠
弘

上
田
運
輸
㈱…

…
…
…

林
　
　正
典

上
田
運
輸
㈱…

…
…
…

村
本
　英
里

上
田
運
輸
㈱…

…
…
…

山
下
　昌
明

㈱
梶
谷
設
計…

…
…
…

辻
　佳
菜
子

北
村
木
箱
㈱…

…
…
…

伊
志
領
好
美

北
村
木
箱
㈱…

…
…
…

園
藤
　晴
美

北
村
木
箱
㈱…

…
…
…

高
　
　龍
悟

北
村
木
箱
㈱…

…
…
…

中
川
真
由
美

小
島
工
業
㈱…

…
…
…

魚
江
　泰
守

小
島
工
業
㈱…

…
…
…

東
　
　和
彦

小
前
田
運
輸
㈱…

…
…

大
川
　
　円

小
前
田
運
輸
㈱…

…
…

大
田
　裕
樹

小
前
田
運
輸
㈱…

…
…

小
坂
　悠
亮

小
松
ガ
ス
㈱…

…
…
…

清
水
真
理
絵

小
松
乾
物
㈱…

…
…
…

北
中
か
お
り

小
松
鋼
機
㈱…

…
…
…

加
納
　寛
記

小
松
鋼
機
㈱…

…
…
…

久
保
　雅
揮

小
松
鋼
機
㈱…

…
…
…

本
　
　絵
里

小
松
鋼
機
㈱…

…
…
…

山
田
　崇
晶

小
松
鋼
機
㈱…

…
…
…

山
本
　康
晴

小
松
鋼
機
㈱…

…
…
…

吉
村
　洋
子

小
松
鋼
機
㈱…

…
…
…

鷲
田
　拓
海

㈱
小
松
高
田
製
作
所 

河
内
　秀
晃

㈱
小
松
高
田
製
作
所 

川
坂
　泰
治

㈱
小
松
高
田
製
作
所 

窪
田
　貴
之

㈱
小
松
高
田
製
作
所 

小
西
　良
富

㈱
小
松
高
田
製
作
所 

渋
谷
美
由
紀

㈱
小
松
高
田
製
作
所 

菅
村
伊
久
男

㈱
小
松
高
田
製
作
所 

谷
口
　晃
栄

㈱
小
松
高
田
製
作
所 

中
村
　祐
樹

㈱
小
松
高
田
製
作
所 

升
山
　佳
枝

㈱
小
松
高
田
製
作
所 

宮
西
　美
子

㈱
米
野
電
機…

…
…
…

堀
田
　望
美

サ
ン
エ
ス
㈱

…
…
…
…

打
本
　幸
恵

サ
ン
エ
ス
㈱

…
…
…
…

牧
内
紀
美
恵

三
和
物
産
㈱…

…
…
…

大
坂
　信
夫

三
和
物
産
㈱…

…
…
…

山
本
壮
太
郎

新
栄
金
属
㈱…

…
…
…

松
本
　哲
男

ダ
イ
エ
ー
㈱…

…
…
…

前
出
　尚
樹

㈱
寺
田…

…
…
…
…
…

墨
屋
　信
二

㈱
寺
田…

…
…
…
…
…

宮
西
与
志
彦

㈱
ト
ー
ケ
ン…

…
…
…

実
川
　直
子

㈱
ト
ー
ケ
ン…

…
…
…

松
井
　
　豊

ニ
シ・ウ
ェ
ル
ネ
ス
㈱…

北
村
　明
美

ニ
シ・ウ
ェ
ル
ネ
ス
㈱…

坂
本
　麻
里

ニ
シ・ウ
ェ
ル
ネ
ス
㈱…

田
中
　佑
介

ニ
シ・ウ
ェ
ル
ネ
ス
㈱…

若
山
由
起
子

北
陸
基
礎
工
業
㈱…

…

西
田
　雄
貴

北
陸
基
礎
工
業
㈱…

…

東
口
　勝
也

北
陸
基
礎
工
業
㈱…

…

藤
田
　尚
也

北
陸
基
礎
工
業
㈱…

…

横
山
　勝
也

㈱
丸
西
組…

…
…
…
…

山
本
　宏
一

㈱
南
鉄
工
所…

…
…
…

新
家
　成
健

㈱
南
鉄
工
所…

…
…
…

井
戸
田
清
和

㈱
南
鉄
工
所…

…
…
…

川
端
　
　透

㈱
南
鉄
工
所…

…
…
…

北
室
　昭
二

㈱
南
鉄
工
所…

…
…
…

中
條
　康
弘

㈱
南
鉄
工
所…

…
…
…

宮
崎
　弘
之

㈱
南
鉄
工
所…

…
…
…

森
田
　清
定

㈱
南
鉄
工
所…

…
…
…

吉
本
　研
二

㈱
室
戸
鉄
工
所…

…
…

岡
本
　浩
司

㈱
室
戸
鉄
工
所…

…
…

越
田
　雅
喜

㈱
室
戸
鉄
工
所…

…
…

松
岡
　誠
人

㈱
室
戸
鉄
工
所…

…
…

吉
田
　
　周

式辞を述べる西会頭

特別講演会講師の井沢元彦氏

役員・議員・評議員表彰

永年勤続優良従業員表彰

平
成
30
年
度
小
松
商
工
会
議
所
会
員
大
会

　11
月
21
日
、
本
所
会
員
大
会
を
開
催
し
、
西
正
次
会
頭
よ
り
長
年
本
所
の
活
動
に
尽
力
さ
れ
た

役
員
・
議
員
功
労
者
、
会
員
事
業
所
の
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
の
方
々
に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　ま
た
、
式
典
に
続
き
作
家
の
井
沢
元
彦
氏
を
迎
え
て
の
特
別
講
演
会
を
開
催
し
た
。
会
員
大
会

並
び
に
特
別
講
演
会
合
わ
せ
て
約
200
名
の
出
席
が
あ
っ
た
。

小
松
商
工
会
議
所
役
員・議
員

・評
議
員
表
彰
被
表
彰
者
名

（
敬
称
略・順
不
同
）

第
69
回 

優
良
従
業
員

被
表
彰
者
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ば
ん

そ
う
が
た

け
い
ち
ゅ
う

平成30年度 小松商工会議所会員大会 平成30年度 小松商工会議所会員大会

南
加
賀
の
中
核
都
市
と
し
て

　
　
　
　
　
　更
な
る
発
展
を
目
指
す

南
加
賀
の
中
核
都
市
と
し
て

　
　
　
　
　
　更
な
る
発
展
を
目
指
す
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会議所の動き

10/18・1910/18・19商業・まちづくり委員会
「
せ
ん
だ
い
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て

　
本
所
商
業
・
ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
委
員
長
：
嵐
良
隆
）は
、
仙

台
市
役
所
を
訪
れ「
せ
ん
だ
い
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
」に

つ
い
て
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
た
後
、
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

　「
せ
ん
だ
い
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
」と
は
今
あ
る
活
用
の
余
地

の
あ
る
空
間
資
源
を
活
か
し
、
新
し
い
使
い
方
を
し
て
ま
ち
を
変
え
る
取

り
組
み
で
あ
る
。

　
補
助
金
に
で
き
る
限
り
頼
ら
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
て
お
り
、
民
間
主

導
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
興
し
、
行
政
が
こ
れ
を
支
援
す
る
形
で
行
う〝
民
間

主
導
の
公
民
連
携
〞を
基
本
と
し
て
い
る
。
２
０
１
５
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し

２
０
２
０
年
度
ま
で
の
６
か
年
計
画
で
取
り
組
む
。

　
仙
台
市
は
サ
ー
ビ
ス
業
・
卸
売
業
の
割
合
が
高
く
製
造
業
の
割
合
が
低

い
消
費
型
都
市
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
他
県
に
本
店
を
持
つ
支
店
の
割
合
が

高
く
、
外
部
依
存
型
の
経
済
構
造
で
あ
る
こ
と
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ

る
。「
せ
ん
だ
い
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
」は
単
に
ま
ち
に
賑
わ
い
を

つ
く
る
の
で
は
な
く
、
ま
ち
の
都
市
経
営
課
題
を
把
握
し
、
解
決
す
る
こ

と
も
狙
い
で
あ
る
。

　
規
模
は
違
う
が
、
今
後
の
小
松
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
面
的
整
備
の

促
進
に
大
変
参
考
と
な
り
、
有
意
義
な
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
と
な
っ
た
。

10/23・2410/23・24

　
去
る
10
月
24
日
、
小
松
商
店
会
連
盟（
会
長
：
濱
本
哲
成
）一
行

９
名
は
、
熊
本
市
中
央
区
に
て
商
店
街
の
魅
力
向
上
の
た
め
、
若

手
店
主
を
中
心
に
各
種
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る「
上
通
商
店
街
」

を
視
察
し
た
。

　
上
通
商
店
街
１
ー
５
丁
目
か
ら
な
る
上
通
商
栄
会
河
島
会
長
か
ら
、
ま
ち

の
成
り
立
ち
や
地
区
の
特
徴
、
年
間
を
通
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
、
商
店
街
の
サ

ー
ビ
ス
内
容
で
は
、
全
国
初
の
電
子
マ
ネ
ーEdy

の
導
入
な
ど
先
進
的
な

取
組
み
の
説
明
を
受
け
た
。

　
ま
た
、
県
補
助
金
を
活
用
し
、「
上
通
ス
タ
ン
ダ
ー
ト
事
業
」を
Ｈ
25
年
８

月
か
ら
Ｈ
26
年
１
月
に
実
施
し
、
上
通
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
事
に
重
点
を
置

き
、
上
通
商
店
街
全
体
の
ブ
ラ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
。

　
現
在
も
、
年
２
ー
３
回
研
修
を
行
い
、
商
店
街
会
員
の
資
質
向
上
を
行
い
、

「
上
通
フ
ァ
ン
」づ
く
り
に
取
り
組
み
、
恒
常
的
な
賑
わ
い
の
創
出
を
図
っ
て

い
る
。

　
メ
ン
バ
ー
一
同
、
ペ
ー
パ
ー
の
資
料
やW

EB

上
の
デ
ー
タ
か
ら
は
わ
か
ら

な
い
こ
と
な
ど
五
感
を
通
し
て
感
じ
取
れ
、
大
変
有
意
義
な
視
察
と
な
っ
た
。

小松商店会連盟11/211/2青年部

飯
田
副
会
長
を
次
年
度
会
長
予
定
者
に
選
出

　
本
所
青
年
部（
以
下 

小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）は
臨
時
総
会
を
開

催
し
、
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
20
名
が
出
席
し
た
。

　
臨
時
総
会
で
は
、
議
長
選
出
後
審
議
に
入
り
、
平
成
31
年

度
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
予
定
者
の
選
出
に
つ
い
て
審
議
し
た
結

果
、
副
会
長
の
飯
田
崇
義
氏（
㈱
飯
田
計
算
セ
ン
タ
ー
代
表

取
締
役
）が
次
年
度
会
長
予
定
者
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
当
日
は
西
会
頭
も
来
賓
と
し
て
祝
辞
を
述
べ
、
臨

時
総
会
後
の
懇
親
会
で
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
と
交
流
を
深
め
た
。

　
臨
時
総
会
の
前
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
で
は
、
石
川
県
商

工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
会
長
の
清
水
氏
が
挨
拶
し
、
小
松

Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
と
懇
親
を
深
め
、
今
後
の
運
営
協
力
を
依

頼
し
た
。

11/411/4

こ
ま
つ
ピ
ザ
を
い
し
か
わ
食
の
て
ん
こ
も
り
フ
ェ
ス
タ
出
展

　
本
所
青
年
部（
以
下 

小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）は
い
し
か
わ
地
域
お
こ

し
ご
当
地
グ
ル
メ
推
進
協
議
会
が
主
催
す
る
て
ん
こ
も
り
フ

ェ
ス
タ（
場
所
：
い
し
か
わ
四
高
記
念
公
園
）に
こ
ま
つ
ピ
ザ
を

出
展
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
あ
ま
り
恵
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
来
場
者

が
石
川
県
の
地
域
グ
ル
メ
を
楽
し
ん
だ
。

　
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
メ
ン
バ
ー
６
名
が
参
加
し
、
小
松
ト
マ
ト

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
て
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
小
松
産
石

材
で
製
造
し
た
石
窯
で
焼
き
上
げ
る「
こ
ま
つ
ピ
ザ
」を
出
展
し

た
。
今
回
の
出
展
で
は
、
新
聞
で
紹
介
さ
れ
た「
カ
レ
ー
ピ
ザ
」も

提
供
し
た
。
小
松
市
の「
カ
レ
ー
の
市
民
　
ア
ル
バ
」か
ら
仕
入
れ

た
カ
レ
ー
と
ジ
ビ
エ
肉
を
使
っ
た
ピ
ザ
で
、
ピ
リ
ッ
と
し
た
辛
さ

が
来
場
客
の
舌
を
楽
し
ま
せ
た
。

　
石
窯
に
目
を
見
張
り
、
写
真
を
撮
る
来
場
客
も
多
く
、
こ
ま
つ

ピ
ザ
は
好
評
で
予
定
し
て
い
た
２
０
０
枚
を
完
売
し
た
。

青年部

こまつピザこまつピザ出展の様子 挨拶する前口会長 祝辞を述べる西会頭

11/5・611/5・6総務企画委員会

全
国
商
工
会
議
所
観
光
振
興
大
会
２
０
２
０
in
金
沢
を
Ｐ
Ｒ

　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
　
堀
伸
市
）は
、
西
正
次
会

頭
並
び
に
岡
田
靖
弘
副
会
頭
や
観
光
文
化
委
員
会
役
員（
委
員

長
　
中
嶋
浩
）と
共
に
、
福
島
県
会
津
若
松
市
に
て
開
催
さ
れ

た「
全
国
商
工
会
議
所
観
光
振
興
大
会
２
０
１
８
in
会
津
若
松
」

に
参
加
し
、
２
０
２
０
年
2
月
に
金
沢
市
で
開
催
予
定
の「
全
国

商
工
会
議
所
観
光
振
興
大
会
２
０
２
０
in
金
沢
」を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
大
会
で
は
、
商
工
会
議
所
に
お
け
る
観
光
振
興
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
紹
介
や
、「
全
国
商
工
会
議
所
き
ら
り
輝
き
観
光
振
興
大
賞
」

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
基
調
講
演「
地
方
観
光
地
を
持
続
さ

せ
る
た
め
に
」や
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
都
市
部
と
地
方
観
光

地
の
共
存
が
描
く
日
本
の
未
来
」が
実
施
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
次
回
開
催
地
挨
拶
と
し
て
、
金
沢
商
工
会
議
所
を
は
じ

め
と
す
る
石
川
県
内
商
工
会
議
所
が「
全
国
商
工
会
議
所
観
光
振
興

大
会
２
０
２
０
in
金
沢
」（
２
０
２
０
年
2
月
13
日（
木
）〜
15
日（
土
）

開
催
予
定
）を
Ｐ
Ｒ
し
た
。そ
の
際
、本
所
の
西
正
次
会
頭
も
登
壇
し
、

本
所
か
ら
の
参
加
メ
ン
バ
ー（
16
名
）と
共
に
Ｐ
Ｒ
に
協
力
し
た
。

会場前で記念撮影次回開催地の金沢をPR

10/29・3010/29・30空港・都市政策委員会

福
岡
商
工
会
議
所・北
九
州
空
港
を
訪
問

　
本
所
空
港
・
都
市
政
策
委
員
会（
委
員
長
　
今
出
真
稔
）は
、

委
員
12
名
が
参
加
の
も
と
、
福
岡
商
工
会
議
所
・
北
九
州
空

港
を
訪
問
、
懇
談
・
視
察
を
行
っ
た
。

　
福
岡
商
工
会
議
所
で
は
福
岡
市
空
港
企
画
課
の
真
子
氏
か
ら「
滑

走
路
増
設
」「
平
行
誘
導
路
の
二
重
化
」な
ど「
福
岡
空
港
の
現
況
と
課

題
」に
つ
い
て
、
ま
た
福
岡
商
工
会
議
所
地
域
振
興
部
の
太
田
部
長
か

ら
は
福
岡
空
港
利
活
用
促
進
協
議
会
の
概
要
や
会
議
所
の
空
港
利
活

用
促
進
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
ま
た
北
九
州
空
港
で
は
、
北
九
州
エ
ア
タ
ー
ミ
ナ
ル
株
式
会
社
の

西
田
社
長
よ
り「
北
九
州
空
港
の
現
況
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
」説

明
を
受
け
、
北
九
州
空
港
内
を
視
察
し
た
。
西
田
社
長
か
ら「
北
九

州
空
港
は
24
時
間
営
業
の
空
港
で
あ
り
、
福
岡
空
港
は
旅
客
・
北
九

州
空
港
は
貨
物
と
棲
み
分
け
を
行
い
、
優
位
性
を
出
し
て
行
き
た
い
」

と
話
さ
れ
た
。

　
参
加
し
た
委
員
か
ら
は
、「
北
九
州
か
ら
韓
国
や
中
国
へ
行
く
場

合
、
フ
ェ
リ
ー
と
の
競
合
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。」等
質
疑
も

多
く
、
大
変
有
意
義
な
視
察
と
な
っ
た
。

10/29・3010/29・30

最
新
の
建
設・鉱
山
車
両
用
タ
イ
ヤ
製
造
工
程
を
見
学

　
本
所
中
小
企
業
対
策
委
員
会（
委
員
長
：
𠮷
田
守
伸
）は
、

福
岡
県
北
九
州
市
の
㈱
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
北
九
州
工
場
を
訪
問

す
る
委
員
会
視
察
を
実
施
し
、
委
員
17
名
が
参
加
し
た
。

　
同
工
場
は
、
同
社
の
国
内
に
お
け
る
最
新
の
工
場
で
、
建
設
・
鉱

山
車
両
用
の
タ
イ
ヤ
を
専
門
に
生
産
し
て
い
る
。
建
設
・
鉱
山
車
両

用
タ
イ
ヤ
は
、
世
界
各
国
の
過
酷
な
環
境
の
中
で
の
使
用
に
耐
え
る

高
い
品
質
が
求
め
ら
れ
、
同
社
で
は
異
な
る
使
用
条
件
や
性
能
に
合

わ
せ
た
構
造
や
ゴ
ム
質
、
サ
イ
ズ
を
設
定
、
顧
客
が
求
め
る
品
質
に

最
新
の
生
産
技
術
と
品
質
保
証
シ
ス
テ
ム
で
生
産
に
対
応
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
北
九
州
市
は
古
く
か
ら
石
炭
や
鉄
鋼
の
街
と
し
て
繁
栄
し

た
反
面
、
環
境
汚
染
に
よ
る
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
歴
史
を
踏
ま
え
、

同
社
で
は
環
境
負
荷
の
低
減
や
汚
染
物
質
を
出
さ
な
い
工
場
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
視
察
2
日
目
は
、
本
所
と
友
好
商
工
会
議
所
提
携
を
結
ぶ
佐
賀

県
の
唐
津
市
を
訪
れ
、
唐
津
く
ん
ち
の
開
催
が
近
づ
く
曳
山
展
示
場

な
ど
を
見
学
し
た
。

中小企業対策委員会

㈱ブリジストン北九州工場の概要説明世界最大級のタイヤの前にて 福岡商工会議所懇談の様子北九州空港視察の様子

11/6・8・1311/6・8・13

一
般
家
庭
へ
ジ
ビ
エ
料
理
を
普
及

　
こ
ま
つ
地
美
絵
実
行
委
員
会（
会
長
　
西
正
次
）は
一
般

家
庭
の
食
卓
に
お
い
て
イ
ノ
シ
シ
肉
の
活
用
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
一
般
家
庭
向
け
料
理
勉
強
会
を
開
催
し
た
。

　
勉
強
会
は
小
松
市
内
の
食
育
推
進
の
担
い
手
で
あ
り
、
地

域
の
健
康
づ
く
り
を
行
う
食
生
活
改
善
推
進
員
を
対
象
に
計

3
回
、
延
べ
55
名
の
参
加
の
も
と
、
ジ
ビ
エ
や
ジ
ビ
エ
料
理

の
調
理
法
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。

　
ジ
ビ
エ
の
料
理
法
を
習
得
し
て
い
る
人
が
少
な
い
こ
と
や
、

家
庭
で
ジ
ビ
エ
料
理
に
な
じ
み
が
な
い
こ
と
か
ら
家
庭
で
も

ジ
ビ
エ
料
理
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
実
行
委
員
会
が
開
催
。

参
加
者
か
ら
は「
牛
肉
を
調
理
す
る
の
と
変
わ
ら
ず
、
簡
単

に
で
き
る
。
臭
み
も
ま
っ
た
く
な
く
想
像
し
て
い
た
以
上
に
お

い
し
い
」と
驚
い
て
い
た
。
実
行
委
員
会
で
は
今
後
も
一
般
家

庭
へ
の
普
及
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

こまつ地美絵

未
来
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
目
指
す
上
通
商
店
街

上
通
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

上通商店街アーケード説明を受けるメンバー テラスから仙台の街を望む 仙台市役所でのブリーフィング

講義の様子パエリアづくり
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会議所の動き

10/18・1910/18・19商業・まちづくり委員会
「
せ
ん
だ
い
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て

　
本
所
商
業
・
ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
委
員
長
：
嵐
良
隆
）は
、
仙

台
市
役
所
を
訪
れ「
せ
ん
だ
い
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
」に

つ
い
て
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
受
け
た
後
、
現
地
視
察
を
行
っ
た
。

　「
せ
ん
だ
い
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
」と
は
今
あ
る
活
用
の
余
地

の
あ
る
空
間
資
源
を
活
か
し
、
新
し
い
使
い
方
を
し
て
ま
ち
を
変
え
る
取

り
組
み
で
あ
る
。

　
補
助
金
に
で
き
る
限
り
頼
ら
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
て
お
り
、
民
間
主

導
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
興
し
、
行
政
が
こ
れ
を
支
援
す
る
形
で
行
う〝
民
間

主
導
の
公
民
連
携
〞を
基
本
と
し
て
い
る
。
２
０
１
５
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し

２
０
２
０
年
度
ま
で
の
６
か
年
計
画
で
取
り
組
む
。

　
仙
台
市
は
サ
ー
ビ
ス
業
・
卸
売
業
の
割
合
が
高
く
製
造
業
の
割
合
が
低

い
消
費
型
都
市
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
他
県
に
本
店
を
持
つ
支
店
の
割
合
が

高
く
、
外
部
依
存
型
の
経
済
構
造
で
あ
る
こ
と
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ

る
。「
せ
ん
だ
い
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
」は
単
に
ま
ち
に
賑
わ
い
を

つ
く
る
の
で
は
な
く
、
ま
ち
の
都
市
経
営
課
題
を
把
握
し
、
解
決
す
る
こ

と
も
狙
い
で
あ
る
。

　
規
模
は
違
う
が
、
今
後
の
小
松
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
面
的
整
備
の

促
進
に
大
変
参
考
と
な
り
、
有
意
義
な
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
と
な
っ
た
。

10/23・2410/23・24

　
去
る
10
月
24
日
、
小
松
商
店
会
連
盟（
会
長
：
濱
本
哲
成
）一
行

９
名
は
、
熊
本
市
中
央
区
に
て
商
店
街
の
魅
力
向
上
の
た
め
、
若

手
店
主
を
中
心
に
各
種
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る「
上
通
商
店
街
」

を
視
察
し
た
。

　
上
通
商
店
街
１
ー
５
丁
目
か
ら
な
る
上
通
商
栄
会
河
島
会
長
か
ら
、
ま
ち

の
成
り
立
ち
や
地
区
の
特
徴
、
年
間
を
通
し
て
の
イ
ベ
ン
ト
、
商
店
街
の
サ

ー
ビ
ス
内
容
で
は
、
全
国
初
の
電
子
マ
ネ
ーEdy

の
導
入
な
ど
先
進
的
な

取
組
み
の
説
明
を
受
け
た
。

　
ま
た
、
県
補
助
金
を
活
用
し
、「
上
通
ス
タ
ン
ダ
ー
ト
事
業
」を
Ｈ
25
年
８

月
か
ら
Ｈ
26
年
１
月
に
実
施
し
、
上
通
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
事
に
重
点
を
置

き
、
上
通
商
店
街
全
体
の
ブ
ラ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
。

　
現
在
も
、
年
２
ー
３
回
研
修
を
行
い
、
商
店
街
会
員
の
資
質
向
上
を
行
い
、

「
上
通
フ
ァ
ン
」づ
く
り
に
取
り
組
み
、
恒
常
的
な
賑
わ
い
の
創
出
を
図
っ
て

い
る
。

　
メ
ン
バ
ー
一
同
、
ペ
ー
パ
ー
の
資
料
やW

EB

上
の
デ
ー
タ
か
ら
は
わ
か
ら

な
い
こ
と
な
ど
五
感
を
通
し
て
感
じ
取
れ
、
大
変
有
意
義
な
視
察
と
な
っ
た
。

小松商店会連盟11/211/2青年部

飯
田
副
会
長
を
次
年
度
会
長
予
定
者
に
選
出

　
本
所
青
年
部（
以
下 

小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）は
臨
時
総
会
を
開

催
し
、
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
20
名
が
出
席
し
た
。

　
臨
時
総
会
で
は
、
議
長
選
出
後
審
議
に
入
り
、
平
成
31
年

度
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
予
定
者
の
選
出
に
つ
い
て
審
議
し
た
結

果
、
副
会
長
の
飯
田
崇
義
氏（
㈱
飯
田
計
算
セ
ン
タ
ー
代
表

取
締
役
）が
次
年
度
会
長
予
定
者
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
当
日
は
西
会
頭
も
来
賓
と
し
て
祝
辞
を
述
べ
、
臨

時
総
会
後
の
懇
親
会
で
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
と
交
流
を
深
め
た
。

　
臨
時
総
会
の
前
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
で
は
、
石
川
県
商

工
会
議
所
青
年
部
連
合
会
会
長
の
清
水
氏
が
挨
拶
し
、
小
松

Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
と
懇
親
を
深
め
、
今
後
の
運
営
協
力
を
依

頼
し
た
。

11/411/4

こ
ま
つ
ピ
ザ
を
い
し
か
わ
食
の
て
ん
こ
も
り
フ
ェ
ス
タ
出
展

　
本
所
青
年
部（
以
下 

小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）は
い
し
か
わ
地
域
お
こ

し
ご
当
地
グ
ル
メ
推
進
協
議
会
が
主
催
す
る
て
ん
こ
も
り
フ

ェ
ス
タ（
場
所
：
い
し
か
わ
四
高
記
念
公
園
）に
こ
ま
つ
ピ
ザ
を

出
展
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
あ
ま
り
恵
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
来
場
者

が
石
川
県
の
地
域
グ
ル
メ
を
楽
し
ん
だ
。

　
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
は
メ
ン
バ
ー
６
名
が
参
加
し
、
小
松
ト
マ
ト

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
て
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
小
松
産
石

材
で
製
造
し
た
石
窯
で
焼
き
上
げ
る「
こ
ま
つ
ピ
ザ
」を
出
展
し

た
。
今
回
の
出
展
で
は
、
新
聞
で
紹
介
さ
れ
た「
カ
レ
ー
ピ
ザ
」も

提
供
し
た
。
小
松
市
の「
カ
レ
ー
の
市
民
　
ア
ル
バ
」か
ら
仕
入
れ

た
カ
レ
ー
と
ジ
ビ
エ
肉
を
使
っ
た
ピ
ザ
で
、
ピ
リ
ッ
と
し
た
辛
さ

が
来
場
客
の
舌
を
楽
し
ま
せ
た
。

　
石
窯
に
目
を
見
張
り
、
写
真
を
撮
る
来
場
客
も
多
く
、
こ
ま
つ

ピ
ザ
は
好
評
で
予
定
し
て
い
た
２
０
０
枚
を
完
売
し
た
。

青年部

こまつピザこまつピザ出展の様子 挨拶する前口会長 祝辞を述べる西会頭

11/5・611/5・6総務企画委員会

全
国
商
工
会
議
所
観
光
振
興
大
会
２
０
２
０
in
金
沢
を
Ｐ
Ｒ

　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
　
堀
伸
市
）は
、
西
正
次
会

頭
並
び
に
岡
田
靖
弘
副
会
頭
や
観
光
文
化
委
員
会
役
員（
委
員

長
　
中
嶋
浩
）と
共
に
、
福
島
県
会
津
若
松
市
に
て
開
催
さ
れ

た「
全
国
商
工
会
議
所
観
光
振
興
大
会
２
０
１
８
in
会
津
若
松
」

に
参
加
し
、
２
０
２
０
年
2
月
に
金
沢
市
で
開
催
予
定
の「
全
国

商
工
会
議
所
観
光
振
興
大
会
２
０
２
０
in
金
沢
」を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
大
会
で
は
、
商
工
会
議
所
に
お
け
る
観
光
振
興
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
紹
介
や
、「
全
国
商
工
会
議
所
き
ら
り
輝
き
観
光
振
興
大
賞
」

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
基
調
講
演「
地
方
観
光
地
を
持
続
さ

せ
る
た
め
に
」や
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
都
市
部
と
地
方
観
光

地
の
共
存
が
描
く
日
本
の
未
来
」が
実
施
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
次
回
開
催
地
挨
拶
と
し
て
、
金
沢
商
工
会
議
所
を
は
じ

め
と
す
る
石
川
県
内
商
工
会
議
所
が「
全
国
商
工
会
議
所
観
光
振
興

大
会
２
０
２
０
in
金
沢
」（
２
０
２
０
年
2
月
13
日（
木
）〜
15
日（
土
）

開
催
予
定
）を
Ｐ
Ｒ
し
た
。そ
の
際
、本
所
の
西
正
次
会
頭
も
登
壇
し
、

本
所
か
ら
の
参
加
メ
ン
バ
ー（
16
名
）と
共
に
Ｐ
Ｒ
に
協
力
し
た
。

会場前で記念撮影次回開催地の金沢をPR

10/29・3010/29・30空港・都市政策委員会

福
岡
商
工
会
議
所・北
九
州
空
港
を
訪
問

　
本
所
空
港
・
都
市
政
策
委
員
会（
委
員
長
　
今
出
真
稔
）は
、

委
員
12
名
が
参
加
の
も
と
、
福
岡
商
工
会
議
所
・
北
九
州
空

港
を
訪
問
、
懇
談
・
視
察
を
行
っ
た
。

　
福
岡
商
工
会
議
所
で
は
福
岡
市
空
港
企
画
課
の
真
子
氏
か
ら「
滑

走
路
増
設
」「
平
行
誘
導
路
の
二
重
化
」な
ど「
福
岡
空
港
の
現
況
と
課

題
」に
つ
い
て
、
ま
た
福
岡
商
工
会
議
所
地
域
振
興
部
の
太
田
部
長
か

ら
は
福
岡
空
港
利
活
用
促
進
協
議
会
の
概
要
や
会
議
所
の
空
港
利
活

用
促
進
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
ま
た
北
九
州
空
港
で
は
、
北
九
州
エ
ア
タ
ー
ミ
ナ
ル
株
式
会
社
の

西
田
社
長
よ
り「
北
九
州
空
港
の
現
況
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
」説

明
を
受
け
、
北
九
州
空
港
内
を
視
察
し
た
。
西
田
社
長
か
ら「
北
九

州
空
港
は
24
時
間
営
業
の
空
港
で
あ
り
、
福
岡
空
港
は
旅
客
・
北
九

州
空
港
は
貨
物
と
棲
み
分
け
を
行
い
、
優
位
性
を
出
し
て
行
き
た
い
」

と
話
さ
れ
た
。

　
参
加
し
た
委
員
か
ら
は
、「
北
九
州
か
ら
韓
国
や
中
国
へ
行
く
場

合
、
フ
ェ
リ
ー
と
の
競
合
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。」等
質
疑
も

多
く
、
大
変
有
意
義
な
視
察
と
な
っ
た
。

10/29・3010/29・30

最
新
の
建
設・鉱
山
車
両
用
タ
イ
ヤ
製
造
工
程
を
見
学

　
本
所
中
小
企
業
対
策
委
員
会（
委
員
長
：
𠮷
田
守
伸
）は
、

福
岡
県
北
九
州
市
の
㈱
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
北
九
州
工
場
を
訪
問

す
る
委
員
会
視
察
を
実
施
し
、
委
員
17
名
が
参
加
し
た
。

　
同
工
場
は
、
同
社
の
国
内
に
お
け
る
最
新
の
工
場
で
、
建
設
・
鉱

山
車
両
用
の
タ
イ
ヤ
を
専
門
に
生
産
し
て
い
る
。
建
設
・
鉱
山
車
両

用
タ
イ
ヤ
は
、
世
界
各
国
の
過
酷
な
環
境
の
中
で
の
使
用
に
耐
え
る

高
い
品
質
が
求
め
ら
れ
、
同
社
で
は
異
な
る
使
用
条
件
や
性
能
に
合

わ
せ
た
構
造
や
ゴ
ム
質
、
サ
イ
ズ
を
設
定
、
顧
客
が
求
め
る
品
質
に

最
新
の
生
産
技
術
と
品
質
保
証
シ
ス
テ
ム
で
生
産
に
対
応
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
北
九
州
市
は
古
く
か
ら
石
炭
や
鉄
鋼
の
街
と
し
て
繁
栄
し

た
反
面
、
環
境
汚
染
に
よ
る
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
歴
史
を
踏
ま
え
、

同
社
で
は
環
境
負
荷
の
低
減
や
汚
染
物
質
を
出
さ
な
い
工
場
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
視
察
2
日
目
は
、
本
所
と
友
好
商
工
会
議
所
提
携
を
結
ぶ
佐
賀

県
の
唐
津
市
を
訪
れ
、
唐
津
く
ん
ち
の
開
催
が
近
づ
く
曳
山
展
示
場

な
ど
を
見
学
し
た
。

中小企業対策委員会

㈱ブリジストン北九州工場の概要説明世界最大級のタイヤの前にて 福岡商工会議所懇談の様子北九州空港視察の様子

11/6・8・1311/6・8・13

一
般
家
庭
へ
ジ
ビ
エ
料
理
を
普
及

　
こ
ま
つ
地
美
絵
実
行
委
員
会（
会
長
　
西
正
次
）は
一
般

家
庭
の
食
卓
に
お
い
て
イ
ノ
シ
シ
肉
の
活
用
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
一
般
家
庭
向
け
料
理
勉
強
会
を
開
催
し
た
。

　
勉
強
会
は
小
松
市
内
の
食
育
推
進
の
担
い
手
で
あ
り
、
地

域
の
健
康
づ
く
り
を
行
う
食
生
活
改
善
推
進
員
を
対
象
に
計

3
回
、
延
べ
55
名
の
参
加
の
も
と
、
ジ
ビ
エ
や
ジ
ビ
エ
料
理

の
調
理
法
に
つ
い
て
講
義
を
行
っ
た
。

　
ジ
ビ
エ
の
料
理
法
を
習
得
し
て
い
る
人
が
少
な
い
こ
と
や
、

家
庭
で
ジ
ビ
エ
料
理
に
な
じ
み
が
な
い
こ
と
か
ら
家
庭
で
も

ジ
ビ
エ
料
理
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
実
行
委
員
会
が
開
催
。

参
加
者
か
ら
は「
牛
肉
を
調
理
す
る
の
と
変
わ
ら
ず
、
簡
単

に
で
き
る
。
臭
み
も
ま
っ
た
く
な
く
想
像
し
て
い
た
以
上
に
お

い
し
い
」と
驚
い
て
い
た
。
実
行
委
員
会
で
は
今
後
も
一
般
家

庭
へ
の
普
及
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

こまつ地美絵

未
来
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
目
指
す
上
通
商
店
街

上
通
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

上通商店街アーケード説明を受けるメンバー テラスから仙台の街を望む 仙台市役所でのブリーフィング

講義の様子パエリアづくり
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北
陸
発
！
出
会
い
と
学
び
の
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
登
場

◆所 在 地 小松市土居原町168番地
 （小松駅から徒歩2分）
◆Ｔ Ｅ Ｌ 090-1390-4027
◆営業時間 午前９：００～午後９：００
 （要予約）
◆定 休 日 不定休
◆駐 車 場 正面３台・店舗裏手８台
◆Ｕ Ｒ Ｌ
http://com‐yu.amsstudio.jp/

駅前コミュニティサロン

友

　「
皆
さ
ん
に
気
軽
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、

人
と
人
が
出
会
う
交
流
の
場
に
な
っ
た
ら

い
い
な
」と
い
う
島
田
オ
ー
ナ
ー
の
想
い

か
ら
、
こ
ま
つ
芸
術
劇
場
う
ら
ら
の
真
向

か
い
に
あ
り
気
軽
に
使
用
で
き
る
レ
ン
タ

ル
ス
ペ
ー
ス「
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

友
」が
３
年
目
を
迎
え
た
。
定
期
的
な
カ

ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
や
講
師
を
迎
え
て
の

各
種
セ
ミ
ナ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
展
示

会
の
ほ
か
、
マ
マ
友
た
ち
の
子
育
て
ト
ー

キ
ン
グ
や
気
の
合
う
サ
ー
ク
ル
仲
間
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
使
い
方
が
可
能
で
、
お
弁
当
な
ど
食

べ
物
も
持
ち
込
み
Ｏ
Ｋ
。
お
店
で
用
意
さ

れ
る
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
な
ど
自
由
に
飲
め

る
の
も
嬉
し
い
か
ぎ
り
だ
。
し
か
も
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ（W

i-Fi

）や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
も
完
備
さ
れ
て
お
り
、

皆
ん
な
と
ワ
イ
ワ
イ
や
り
な
が
ら
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ホ
も
思
い
っ
き
り
楽
し
め
る
。

15
名
程
度
ま
で
利
用
可
能
。

　
利
用
料
金
は
何
名
い
て
も
１
時

間
な
ん
と
１
，０
０
０
円
と
超

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
だ
。ま
た
毎

週
月
曜
日
の
午
後
１
時

半
か
ら
５
時
ま
で
は
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
の
ス
マ
ホ・パ

ソ
コ
ン
相
談
会
と
な
っ
て

お
り
、こ
れ
も
お
得
な
料

金
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
オ
ー
ナ
ー
は「
人

と
人
が
出
会
い
、
つ
な
が
り
、

ふ
る
さ
と
の
未
来
を
見
る
人
材
が
育
ち
、

文
化
が
受
け
継
が
れ
、
賑
わ
い
の
あ
る
街

が
い
つ
ま
で
も
続
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
心
に
秘
め
た
小
松
の
ま
ち
づ
く
り
の
将

来
像
を
熱
っ
ぽ
く
語
っ
た
。
開
業
以
来
、

口
コ
ミ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
ユ
ー
ザ
ー

も
増
え
て
お
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
カ
レ
ン
ダ

ー
が
埋
め
尽
く
さ
れ
る
日
も
そ
う
遠
く
は

な
い
。
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
き
っ
と
新
し

い
出
会
い
と
発
見
が
で
き
ま
す
よ
。

華
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金
沢
女
性
会
創
立
10
周
年
記
念
式
典
へ
参
加

　
金
沢
商
工
会
議
所
女
性
会
の
創
立
10
周
年
記
念
式
典
が
10
月
23
日（
火
）、金
沢
市
の

ホ
テ
ル
日
航
金
沢
に
て
開
か
れ
、県
内
外
の
商
工
会
議
所
女
性
会
会
員
ら
約
２
０
０
名

の
参
加
が
あ
り
、当
会
か
ら
も
５
名
が
参
加
し
た
。

　
式
典
で
は
、冨
久
尾
金
沢
商
工
会
議
所
女
性
会
会
長
、中
島
金
沢
商
工
会
議
所
副
会

頭
、中
西
副
知
事
、山
野
金
沢
市
長
、藤
沢
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
会
長
が

順
に
挨
拶
さ
れ
た
。
ま
た
、女
性
会
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
を
た
た
え
、宮
川
金
沢

商
工
会
議
所
女
性
会
直
前
会
長
ら
４
人
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
記
念
講
演
会
で
は
、社
会
福
祉
法
人
佛
子
園
の
雄
谷
良
成
理
事
長
が『
人
生
１
０
０
年

時
代
と
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
共
生
社
会
』と
題
し
て
講
演
さ
れ
た
。

富
山
県
へ
の
視
察
研
修
を
実
施

　
11
月
７
日（
水
）、
富
山
県
へ
の
バ
ス
視
察
研
修
を
実
施
し
、
北
前
船
回
船
問
屋
森
家
・

ま
す
の
す
し
本
舗
源
本
店
等
を
訪
れ
会
員
24
名
が
参
加
し
た
。

　
北
前
船
寄
港
地
と
し
て
安
宅
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
同
じ
く
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
る
富
山
市
の
東
岩
瀬
を
視
察
し
た
。
国
指
定
重
要
文
化
財
に

も
指
定
さ
れ
て
い
る「
北
前
船
廻
船
問
屋

森
家
」に
て
各
地
に
多
く
の
富
と
文
化
を

も
た
ら
し
た
北
前
船
の
歴
史
に
つ
い
て
学

び
、
ま
た
、
そ
の
町
並
み
を
散
策
し
た
。

　
ま
た
、今
年
度
当
会
で
は
柿
の
葉
す
し

づ
く
り
研
修
等
、小
松
の
伝
承
料
理
に
関

す
る
事
業
を
行
っ
て
お
り
、富
山
の
伝
承

料
理
で
あ
る「
ま
す
の
す
し
」の
製
造
現
場

を
間
近
に
見
学
す
る
こ
と
が
出
来
る「
ま

す
の
す
し
本
舗
源
本
店
」を
視
察
し
た
。

　
い
ず
れ
も
平
日
に
も
関
わ
ら
ず
観
光
客

や
地
元
の
人
で
賑
わ
う
魅
力
あ
る
観
光
地

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
小
松
の
魅
力
を

高
め
発
信
し
て
い
く
参
考
と
な
る
視
察
研

修
と
な
っ
た
。

北前船回船問屋森家にてガイドから説明を受ける
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第
36
回
全
国
会
長
研
修
会「
と
か
ち
帯
広
会
議
」

　
本
所
青
年
部（
以
下 

小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）は 「
と

か
ち
帯
広
会
議
」 

に
前
口
　
剛
会
長
と
小
野

委
員
長
の
２
名
が
出
席
し
た
。

　
11
月
９
日（
金
）帯
広
市
民
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
会

式
が
行
な
わ
れ
、
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
会
長
　

内
田
氏
が
挨
拶
し
、
北
海
道
出
身
な
の
で
、
全
国
会

長
研
修
会
が
北
海
道
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
思
い
入

れ
が
あ
り
、
１
０
０
年
前
に
熱
い
思
い
を
持
っ
て
全

国
か
ら
先
輩
方
が
北
海
道
へ
渡
り
、
こ
の
大
地
を
開

拓
し
た
こ
と
に
思
い
を
よ
せ
、
我
々
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
メ
ン

バ
ー
は
、
同
じ
よ
う
に
熱
い
思
い
を
も
っ
て
、
活
動

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
語
っ
た
。

　
そ
の
後
、
第
16
回
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

で
１
次
審
査
を
通
過
し
た
プ
ラ
ン
の
紹
介
や
全
体
研

修
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ラ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ズ
㈱
が
十

勝
大
樹
町
で
民
間
単
独
で
ロ
ケ
ッ
ト
を
開
発
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　
翌
日
の
分
化
会
で
は
４
つ
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
議
題
に
つ
い
て
、
講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行

な
っ
た
。

青年部11/1911/19

2
0
1
9
年
度
小
松
市
施
策
に
対
す
る
要
望
書
提
出

　
本
所
西
正
次
会
頭
を
は
じ
め
と
し
た
正
副
会
頭
並
び
に
各
委
員

会
委
員
長
は
和
田
愼
司
小
松
市
長
・
宮
川
吉
男
小
松
市
議
会
議
長
を

訪
問
し
、
平
成
30
年
度
小
松
市
施
策
に
対
し
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　
本
市
に
お
い
て
は
全
体
的
に
好
況
が
続
い
て
お
り
、
有
効
求
人
倍
率
も
高
い

水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
小
企
業
に
お
い
て
は
人
手
不
足

感
が
全
業
種
に
亘
っ
て
深
刻
化
し
て
い
る

他
、
後
継
者
不
足
に
よ
る
廃
業
も
年
々

増
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
要

望
事
項
を
5
項
目
11
に
ま
と
め
要
望
を

行
っ
た
。

　
要
望
項
目
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

１
．
中
小
企
業
対
策
の
推
進

２
．
人
手
不
足
へ
の
対
応

３
．
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
促
進

４
．
商
業
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進 

５
．
観
光
振
興
対
策
の
推
進 

2019年度小松市施策に対する要望

会場にて分科会の様子小松市長へ要望書を提出
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に
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に
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で
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ル
ス
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ー
ス「
駅
前
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友
」が
３
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目
を
迎
え
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定
期
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な
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ル
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ル
や
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を
迎
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種
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、
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
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会
の
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、
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友
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育
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キ
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や
気
の
合
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ル
仲
間
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
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シ
ョ
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ル
ー
ム
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
使
い
方
が
可
能
で
、
お
弁
当
な
ど
食

べ
物
も
持
ち
込
み
Ｏ
Ｋ
。
お
店
で
用
意
さ

れ
る
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
な
ど
自
由
に
飲
め

る
の
も
嬉
し
い
か
ぎ
り
だ
。
し
か
も
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ（W
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）や
ホ
ワ
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ト
ボ
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ド
、
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ェ
ク
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も
完
備
さ
れ
て
お
り
、

皆
ん
な
と
ワ
イ
ワ
イ
や
り
な
が
ら
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ホ
も
思
い
っ
き
り
楽
し
め
る
。

15
名
程
度
ま
で
利
用
可
能
。

　
利
用
料
金
は
何
名
い
て
も
１
時

間
な
ん
と
１
，０
０
０
円
と
超

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
だ
。ま
た
毎

週
月
曜
日
の
午
後
１
時

半
か
ら
５
時
ま
で
は
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
の
ス
マ
ホ・パ

ソ
コ
ン
相
談
会
と
な
っ
て

お
り
、こ
れ
も
お
得
な
料

金
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
オ
ー
ナ
ー
は「
人

と
人
が
出
会
い
、
つ
な
が
り
、

ふ
る
さ
と
の
未
来
を
見
る
人
材
が
育
ち
、

文
化
が
受
け
継
が
れ
、
賑
わ
い
の
あ
る
街

が
い
つ
ま
で
も
続
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
心
に
秘
め
た
小
松
の
ま
ち
づ
く
り
の
将

来
像
を
熱
っ
ぽ
く
語
っ
た
。
開
業
以
来
、

口
コ
ミ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
ユ
ー
ザ
ー

も
増
え
て
お
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
カ
レ
ン
ダ

ー
が
埋
め
尽
く
さ
れ
る
日
も
そ
う
遠
く
は

な
い
。
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
き
っ
と
新
し

い
出
会
い
と
発
見
が
で
き
ま
す
よ
。
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０
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山
の
伝
承

料
理
で
あ
る「
ま
す
の
す
し
」の
製
造
現
場

を
間
近
に
見
学
す
る
こ
と
が
出
来
る「
ま

す
の
す
し
本
舗
源
本
店
」を
視
察
し
た
。

　
い
ず
れ
も
平
日
に
も
関
わ
ら
ず
観
光
客

や
地
元
の
人
で
賑
わ
う
魅
力
あ
る
観
光
地

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
、
小
松
の
魅
力
を

高
め
発
信
し
て
い
く
参
考
と
な
る
視
察
研

修
と
な
っ
た
。

北前船回船問屋森家にてガイドから説明を受ける

11/7・811/7・8

第
36
回
全
国
会
長
研
修
会「
と
か
ち
帯
広
会
議
」

　
本
所
青
年
部（
以
下 

小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）は 「
と

か
ち
帯
広
会
議
」 

に
前
口
　
剛
会
長
と
小
野

委
員
長
の
２
名
が
出
席
し
た
。

　
11
月
９
日（
金
）帯
広
市
民
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
会

式
が
行
な
わ
れ
、
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
会
長
　

内
田
氏
が
挨
拶
し
、
北
海
道
出
身
な
の
で
、
全
国
会

長
研
修
会
が
北
海
道
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
思
い
入

れ
が
あ
り
、
１
０
０
年
前
に
熱
い
思
い
を
持
っ
て
全

国
か
ら
先
輩
方
が
北
海
道
へ
渡
り
、
こ
の
大
地
を
開

拓
し
た
こ
と
に
思
い
を
よ
せ
、
我
々
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
メ
ン

バ
ー
は
、
同
じ
よ
う
に
熱
い
思
い
を
も
っ
て
、
活
動

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
語
っ
た
。

　
そ
の
後
、
第
16
回
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

で
１
次
審
査
を
通
過
し
た
プ
ラ
ン
の
紹
介
や
全
体
研

修
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ラ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ズ
㈱
が
十

勝
大
樹
町
で
民
間
単
独
で
ロ
ケ
ッ
ト
を
開
発
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　
翌
日
の
分
化
会
で
は
４
つ
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
議
題
に
つ
い
て
、
講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行

な
っ
た
。

青年部11/1911/19

2
0
1
9
年
度
小
松
市
施
策
に
対
す
る
要
望
書
提
出

　
本
所
西
正
次
会
頭
を
は
じ
め
と
し
た
正
副
会
頭
並
び
に
各
委
員

会
委
員
長
は
和
田
愼
司
小
松
市
長
・
宮
川
吉
男
小
松
市
議
会
議
長
を

訪
問
し
、
平
成
30
年
度
小
松
市
施
策
に
対
し
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　
本
市
に
お
い
て
は
全
体
的
に
好
況
が
続
い
て
お
り
、
有
効
求
人
倍
率
も
高
い

水
準
で
推
移
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
小
企
業
に
お
い
て
は
人
手
不
足

感
が
全
業
種
に
亘
っ
て
深
刻
化
し
て
い
る

他
、
後
継
者
不
足
に
よ
る
廃
業
も
年
々

増
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
要

望
事
項
を
5
項
目
11
に
ま
と
め
要
望
を

行
っ
た
。

　
要
望
項
目
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

１
．
中
小
企
業
対
策
の
推
進

２
．
人
手
不
足
へ
の
対
応

３
．
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
促
進

４
．
商
業
・
ま
ち
づ
く
り
の
推
進 

５
．
観
光
振
興
対
策
の
推
進 
2019年度小松市施策に対する要望

会場にて分科会の様子小松市長へ要望書を提出
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12
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11
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集
・
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